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 〈連絡先変更のお届けなど〉

　日本では昔から、様々な形式の作品が緩
やかなタッチでおおらかに描かれ、大切に
されてきました。それらは「うまい・へ
た」の物差しでははかることのできない、
なんとも不思議な味わいを持っており、見
る人を虜にします。
　本展覧会では、ゆるく、とぼけた、あじ
わいのある表現で描かれたこのような“素朴
絵”の魅力を、埴輪や仏像、奈良絵本や禅
画、大津絵など、幅広い時代やジャンルの
作品からご紹介し、新しい美術の楽しみ方
をご提案します。

 シリーズ展６
「仏教の思想と文化－インドから日本へ－」

2０２０年１月９日（木）～２月９日（日）、２月２２日（土）～３月２２日（日）

次回予告

龍谷ミュージアム
無料ご優待券
期日：2020年3月22日（日）まで
（お一人様１回限り、
同伴者1名含め
無料でご入館いただけます） 切り取ってご使用ください

校
友
会
賞
授
与
式
・
ふ
る
さ
と
タ
イ
ム
・・2
面

Whoʼs who

・
校
友
最
前
線
・
龍Ron

小
町
・
・
3
面 

校
友
の
ふ
る
さ
と
を
訪
ね
て
・
校
友
か
ら
の
便
り

・・4
面

経
営
者
登
場
・
海
外
で
活
躍
す
る
校
友
・・5
面

各
学
部
同
窓
会
の
事
業
・
・・・・・・・・・
6
面

支
部
の
活
動
・
ク
ラ
ブ・
サ
ー
ク
ル
・
・・
7
面

仏
教
に
学
ぶ
・
校
友
の
お
店
・・・・・
８
面

　
３
月
15
日
、農
学
部
第
１
期

生
362
名
が
卒
業
の
日
を
迎
え
、

農
学
部
同
窓
会
が
発
足
し
、新

入
会
員
歓
迎
祝
賀
会
が
大
津

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ

農学部同窓会設立

れ
ま
し
た
。

　
開
催
に
当
た
っ
て
は
、農
学

部
か
ら
同
窓
会
委
員
と
な
る

有
志
を
募
り
、学
生
が
主
体
と

な
っ
て
様
々
な
準
備
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。そ
の
中
心
と
な
っ

て
活
動
し
た
の
が
、こ
の
度
農

学
部
同
窓
会
会
長
に
就
任
し

た
畑
雄
一
朗
さ
ん
で
す
。

　
祝
賀
会
は
畑
さ
ん
の
挨
拶

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。少
し
緊

張
し
た
表
情
で
し
た
が
、堂
々

と
し
た
振
る
舞
い
に
会
場
は
拍

手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

赤
松
徹
眞
校
友
会
会
長
、長
上

深
雪
副
学
長
に
よ
り
卒
業
生

の
門
出
を
祝
う
挨
拶
を
い
た
だ

き
、楽
し
い
話
に
笑
い
が
起
き
る

場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
末
原
達
郎
農
学
部
長
に
よ

◆会　期：2019年9月21日（土）～11月17日（日）
◆休館日：月曜日、9月24日、10月15日、11月5日
　　　　（ただし 9月23日、10月14日、11月4日は開館）
◆入館料：一般1,200（1,000）円、高大生800（600）円、小中生400（300）円
　　　　（　）内は前売り、20名以上の団体料金
◆主催：龍谷大学 龍谷ミュージアム、毎日新聞社、京都新聞、NHK京都放送局、
　　　   NHKプラネット近畿
◆特別協力：浄土真宗本願寺派、本山 本願寺
◆制作協力：ＮＨＫプロモーション
◆問い合わせ：龍谷大学 龍谷ミュージアム　
　　　　　　   TEL：075-351-2500   FAX：075-351-2577
　　　　  　　 https：//museum.ryukoku.ac.jp/

2019年3月15日

恩師にお礼を述べる卒業生

農学部同窓会委員

懇親交流会

　
10
月
1
日
、
龍
谷
大
学
深
草

キ
ャ
ン
パ
ス
の
最
寄
り
駅
で
あ

る
京
阪
電
車
「
深
草
」
駅
の
名

称
が
「
龍
谷
大
前
深
草
」
駅
に

変
わ
り
ま
す
。

　
龍
谷
大
学
と
京
阪
電
気
鉄
道

株
式
会
社
は
、
11
年
か
ら
深
草

駅
の
安
全
性
向
上
を
目
的
に
協

議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
16
年

3
月
に
は
ホ
ー
ム
拡
張
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
の
整
備
を
含
め
た

新
駅
舎
が
竣
工
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
龍
谷
大
学
で
は
こ
れ

に
合
わ
せ
て
、
深
草
キ
ャ
ン
パ

ス
周
辺
の
安
心
、
安
全
、
綺
麗

な
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
い

く
つ
か
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
駅
名
変
更
は
そ
の

取
り
組
み
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
龍

谷
大
学
の
創
立
380
周
年
を
機
に

実
現
し
た
も
の
で
す
。

　
歴
史
あ
る
深
草
の
地
名
を
残

し
つ
つ
、
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
設

置
か
ら
、
地
域
と
と
も
に
約
60

年
の
歴
史
を
重
ね
て
き
た
龍
谷

大
学
の
名
称
が
駅
名
に
付
加
さ

れ
ま
し
た
。

る
乾
杯
の
音
頭
を
皮
切
り
に
、

立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
が
始
ま
り
ま

し
た
。教
員・学
生
間
の
交
流

が
盛
ん
に
行
わ
れ
、終
始
笑
い

声
が
聞
こ
え
る
和
気
藹あ

い
あ
い々

と

し
た
雰
囲
気
に
。会
場
が
温

ま
っ
た
頃
、同
窓
会
委
員
が
企

画
し
た
ゼ
ミ
対
抗
の
ク
イ
ズ
大

会
が
始
ま
り
ま
し
た
。農
学
部

な
ら
で
は
の
実
習
や
瀬
田
キ
ャ

ン
パ
ス
の
こ
と
、学
長
に
関
す
る

問
題
な
ど
が
出
題
さ
れ
、ク
イ

ズ
に
よ
り
卒
業
生
が
歩
ん
で
き

た
４
年
間
を
振
り
返
り
、会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

京
阪
電
車
「
深
草
」
が
「
龍
谷
大
前
深
草
」
に

秋季特別展
「日本の素朴絵 ―ゆるい、かわいい、たのしい美術―」

龍谷大学創立380周年記念

　
6
月
29
日
に
理
工
学
部
同
窓
会
設
立
25
周
年
記
念
イ
ベ

ン
ト
を
龍
谷
大
学
響
都
ホ
ー
ル
校
友
会
館
で
開
催
し
ま
し

た
。

　
最
初
に
、木
林
哲
正
理
工
学
部
同
窓
会
会
長
よ
り
、こ
れ

か
ら
は
研
究
室
の
縦
の
つ
な
が
り
の
枠
を
超
え
た
、校
友

同
士
の
横
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

　
前
半
は
、経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
あ
る
小
宮
一
慶
氏

に
よ
る
特
別
講
演
が
あ
り
、途
中
、卒
業
生
が
活
躍
し
て
い

る
企
業
に
よ
る
展
示
会
、名
刺
交
換
会
を
は
さ
み
、後
半
は

企
業
で
活
躍
す
る
卒
業
生
の
講
演
会
へ
と
進
み
ま
し
た
。

　
ま
ず
、機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
卒
業
、株
式
会
社
エ
ク
セ

デ
ィ
の
河
村
昌
彦
さ
ん
よ
り
、プ
ロ
意
識
の
高
い
仕
事
を

す
る
た
め
に
、聞
か
れ
た
こ
と
に
対
し
て
的
確
に
か
つ
迅

速
に
応
え
る
こ
と
の
大
切
さ
や
、資
源
を
有
効
に
活
用
し

て
効
果
を
最
大
限
に
出
す
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い

て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
次
に
、電
子
情
報
学
科
卒
業
、パ
ー
ソ
ル
A
V
C
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
株
式
会
社
の
武
田
哲
也
さ
ん
よ
り
、密
に
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
実
施
す
る
な
ど
の
情
報
共
有
の
大
切
さ
や
、ぶ
れ
な

い
姿
勢
で
新
規
の
開
発

に
打
ち
込
む
リ
ー
ダ
ー

と
そ
の
チ
ー
ム
の
姿
に

つ
い
て
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
講
演
会
の
後
は
会

場
を
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ

グ
ラ
ン
デ
へ
と
移
し
、

校
友
、現
役
教
員
、退

職
教
員
を
囲
ん
で
の

懇
親
交
流
会
を
行
い

ま
し
た
。

た
。優
秀
な
成
績
を
収
め
た
ゼ

ミ
に
は
、家
電
製
品
な
ど
豪
華

な
景
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
ゼ
ミ
や
部
活
、

サ
ー
ク
ル
活
動
等
の
メ
ン
バ
ー

で
写
真
撮
影
が
行
わ
れ
、そ

れ
ぞ
れ
の
道
へ
進
む
仲
間
と

の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ

て
い
ま
し
た
。祝
賀
会
の
締
め

括く
く

り
に
は
退
職
さ
れ
る
先
生

方
へ
花
束
が
贈
ら
れ
、卒
業
生

か
ら
は
お
世
話
に
な
っ
た
先
生

へ
感
謝
の
気
持
ち
が
伝
え
ら

れ
ま
し
た
。

　
農
学
部
同
窓
会
か
ら
校
友

会
役
員
に
、畑
雄
一
朗
さ
ん
、

水
嶋
悠
太
さ
ん
、大お

お
が
い海

未み
さ
き岬

さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

農
学
部
１
期
生
と
し
て
繋

が
っ
た
ご
縁
を
大
切
に
し
、こ

れ
か
ら
も
仲
間
と
の
交
流
を

続
け
、協
力
し
あ
え
る
農
学

部
同
窓
会
で
あ
って
ほ
し
い
と

切
に
願
っ
て
い
ま
す
。農
学
部

同
窓
会
の
発
展
を
願
う
と
と

も
に
、他
学
部
同
窓
会
と
の

結
束
を
強
め
、大
学
と
校
友

会
の
発
展
に
寄
与
し
て
く
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

理
工
学
部
同
窓
会
設
立
25
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催

河村昌彦さんの講演会

伏見人形図　伊藤若冲
　個人蔵
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第
19
回
校
友
会
賞
授
与
式

　
5
月
21
日
、創
立
記
念
・
親
鸞
聖
人
降
誕
会
の
日
に
、龍
谷
大
学
校
友
会
賞
授
与
式
が
行

わ
れ
、個
人
２
名（
阪
尾
優
治
さ
ん
、堀
井
聡
太
さ
ん
）と
１
団
体（
柔
道
部
）に
校
友
会
賞
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。校
友
会
賞
は
、課
外
活
動
で
顕
著
な
成
績
を
上
げ
、母
校
発
展
の
気
運

を
盛
り
上
げ
た
在
学
生
に
対
し
て
、そ
の
功
績
を
称
え
表
彰
し
て
い
ま
す
。今
後
の
益
々
の

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

1
．
個
人
：
阪
尾
優
治
さ
ん

（
社
会
学
部
４
年
・
吹
奏
楽

部
所
属
）

　
全
国
の
音
楽
大
学
生
や
芸

術
大
学
生
が
多
数
出
場
す
る

中
で
、
日
本
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
コ
ン
ク
ー
ル
と
神
戸
国
際

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、

い
ず
れ
も
最
高
位
受
賞
を
獲

得
し
た
こ
と
は
快
挙
で
す
。

　
さ
ら
に
、
全
日
本
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
に
て
３

度
の
金
賞
も
獲
得
し
て
お

り
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
で
日
本

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
実
力
で
あ

る
こ
と
を
証
明
し
、
龍
谷
大

学
の
吹
奏
楽
部
の
レ
ベ
ル
の

高
さ
を
全
国
に
広
め
る
こ
と

に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

2
．
個
人
：
堀
井
聡
太
さ
ん

（
理
工
学
部
３
年・サ
ッ
カ
ー

部
所
属
）

　
デ
フ
サ
ッ
カ
ー
日
本
代

表
と
し
て
第
4
回
ア
ジ
ア

太
平
洋
選
手
権
大
会
に
出

場
し
、
準
優
勝
に
貢
献
し

ま
し
た
。
ま
た
、
同
年
開

催
の
第
15
回
全
日
本
ろ
う

者
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会

に
お
い
て
優
秀
選
手
賞
を

受
賞
し
、
活
躍
し
て
い
ま
す
。

3
．
団
体
：
学
友
会
体
育
局

柔
道
部

　
平
成
30
年
度
全
日
本
学

生
柔
道
体
重
別
団
体
優
勝

大
会
に
お
い
て
、
男
女
通

じ
て
創
部
初
・
関
西
初
の

全
国
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。
部
員
の
多
く
が
国
際

大
会
で
も
活
躍
し
て
お
り
、

今
後
も
日
本
を
代
表
し
て

活
躍
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　
４
月
８
日
、
近
畿
圏
出
身

を
除
く
新
入
生
（
編
入
生
を

含
む
）を
対
象
に「
ふ
る
さ
と

タ
イ
ム
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

先
輩
学
生
、
就
職
協
定
を
結

ぶ
自
治
体
の
関
係
者
、
校
友

会
か
ら
は
、地
域
支
部
・
本
部

役
員
15
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
新
入
生
は
地
域
ブ
ロ
ッ
ク

ご
と
に
分
か
れ
、

先
輩
学
生
主
導

の
も
と
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
や
談

話
、
手
作
り
の

イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
風
顔
出
し
パ

ネ
ル
で
の
記
念

撮
影
を
行
い
ま

し
た
。
最
初
は

緊
張
し
た
様

子
で
し
た
が
、

徐
々
に
打
ち
解

け
る
と
、
和
気

藹あ
い
あ
い々

と
す
る
様

子
が
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

　
先
輩
学
生
や

校
友
の
方
々
か

ら
学
生
生
活
に

つ
い
て
の
体
験

の
説
明
を
聞
く

こ
と
は
、
新
入

生
に
と
っ
て
有
意
義
な
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

　
22
号
館
地
下
食
堂
に
移
動

し
て
行
わ
れ
た
懇
親
会
に
お

い
て
は
、
放
送
局
の
司
会
の

も
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
発

表
も
行
わ
れ
、
盛
会
の
う
ち

に
ふ
る
さ
と
タ
イ
ム
は
終
了

し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
タ
イ
ム 

開
催

校 

友 

短 

信

T
O
P
I
C
S

大阪府藤井寺市 市長

岡
お か

田
だ

　一
か ず

樹
き

さん  （89 年経営卒）

株式会社アミューズ 代表取締役 社長執行役員

中
な か

西
に し

　正
ま さ

樹
き

さん  （98 年文卒）

生まれも育ちも藤井寺。89 年株式会社マイカル
に就職。96 年岡田園茶舗（4代目）を継ぎ、藤
井寺駅周辺まちづくり協議会会長や藤井寺駅
前北商店街の理事長などを務める。
今年 5 月17 日藤井寺市長就任。

98 年 4 月に総合エンターテインメント企業である
株式会社アミューズに入社。
サザンオールスターズ等、音楽系アーティスト
マネージメントを長年にわたって担当し、今年 6
月23日、代表取締役 社長執行役員に就任。

　
2
月
24
日
、Ｊ
Ｒ
ホ
テ
ル
ク

レ
メ
ン
ト
徳
島
に
て
再
興
20
周

年
記
念
事
業
を
実
施
し
、記

念
講
演
会
に
テ
レ
ビ・ド
キ
ュメ

ン
タ
リ
ー
番
組
で
も
ご
活
躍
の

松
本
章
伸
先
生
を
お
招
き
し

ま
し
た
。広
報
活
動
に
も
力

を
入
れ
、徳
島
県
内
全
高
校

や
公
共
施
設
に
も
ポ
ス
タ
ー

等
を
掲
示・配
布
し
、100
人
以

上
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、お

陰
様
で
10
人
の
方
の
入
会
が

あ
り
ま
し
た
。30
年
、50
年
と

支
部
活
動
が
続
い
て
く
れ
る

こ
と
を
願
って
お
り
ま
す
。

（
事
務
局
長
　
来
見
明
信)

大
阪・北
大
阪
支
部
設
立
10
周
年
記
念
事
業

「
龍
谷
大
学 

心
の
講
座
」開
催

徳
島
県
支
部
再
興
20
周
年
記
念
事
業

特
別
講
演
会
総
会・交
流
会

龍谷大学校友会員特典のご案内
校友会ホームページに掲載の「校友会員特典」をご存知ですか。
■校友タウン情報 
　… 校友のお店や店舗などから、龍大卒業生に限ったサービス・

　 特典
■校友会員特典サービス 
　… 一般の施設から、龍大卒業生への特典
※詳しくは、同封のチラシをご確認ください。　
※校友会では、校友会員限定で利用できる特典を募集してい
ます。ぜひ校友会事務局まで情報をお寄せください。

（e-mail：koyu@ad.ryukoku.ac.jp）

　
佐
野
光
德
さ
ん
は
、
世
界
で
活
躍
す
る
数
多
く
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
見
い
だ
し
世
に
送
り
出
し
て
き
た

日
本
を
代
表
す
る
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
企
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で

す
。

　
今
年
3
月
、芸
術
文
化
の
振

興
へ
の
長
年
に
わ
た
る
貢
献
に

対
し
文
化
庁
長
官
表
彰
を
受
章
。

10
月
1
日
に
は
、エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ

ブ・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め

る
フ
ェ
ニ
ー
チ
ェ
堺（
堺
市
民

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
）が
グ
ラ
ン

ド
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

佐さ

の野
光み

つ

徳の

り

さ
ん

大お

お

原は

ら

　拓た

く

さ
ん

　

　
大
原
拓
さ
ん
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド

ラ
マ
番
組
部
の
チ
ー
フ
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
と
と
姉

ち
ゃ
ん
」
や
大
河
ド
ラ
マ
「
軍

師
官
兵
衛
」
な
ど
数
多
く
の
演

出
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
20
年
1
月
か
ら
放
送
予
定
の

明
智
光
秀
の
生
涯
を
描
く
大
河

ド
ラ
マ「
麒
麟
が
く
る
」の
チ
ー

フ
演
出
を
担
当
し
ま
す
。

 2019年～2021年度 校友会役員一覧 （所属部会）
役　職 氏　名 卒年 同窓会 部会

会 長 赤松　 徹眞 1976 文
副 会 長 小川　 信正 1967 文 総務
副 会 長 湯口　 　博 1969 経済 事業
副 会 長 荒川 林太郎 1993 社会 広報
広報部会長 米田　 禎孝 1972 経営 広報
総務部会長 町田　 徳男 1980 法 総務
事業部会長 小濱　 聖明 2009 経営 事業

（常任）理事 田中　 正勝 1978 経済 総務
（常任）理事 成松　 重人 1987 法 総務
（常任）理事 泉　　 千晶 1989 法 総務
（常任）理事 田中　 秀雄 1997 理工 広報
（常任）理事 田中　 友悟 2017 政策 事業
（常任）理事 川原　 理恵 2019 国際 事業
（常任）理事 畑　 雄一朗 2019 農 事業

理事 田村 富美子 1969 文 事業
理事 岩本 　泰典 1972 経営 広報
理事 神鳥    　誠 1972 文 事業
理事 畑 　　利和 1974 経営 事業
理事 緒方　 靜子 1974 経営 広報
理事 田中　 敏彦 1975 経済 事業
理事 菅谷　 幸弘 1976 経済 事業
理事 長野 加津雄 1985 法 事業
理事 村上　 孝弘 1986 法 広報
理事 前田　 典子 1986 経営 広報
理事 成宮　 孝之 1993 社会 事業
理事 前田　 佳子 1993 短大 広報
理事 山根　 拓也 1996 理工 事業
理事 佐古田 英樹 1999 文 事業
理事 田口　 まゆ 2004 経済 広報
理事 坂口 　俊幸 2009 法 事業
理事 西口 　　智 2013 経営 広報
理事 宮岸 　李奈 2015 政策 事業
理事 角本　 知史 2015 政策 事業
理事 吉岡　　 毅 2016 社会 総務
理事 森　　 竜樹 2016 理工 広報
理事 西川　　 涼 2019 国際 事業
理事 増田 　美紀 2019 国際 事業
理事 大海 　未岬 2019 農 広報
理事 水島　 悠太 2019 農 事業
監事 樽井　　 博 1971 経営
監事 長野　 了法 1973 文

写真右から、阪尾優治さん、赤松徹眞校友会会長、堀井
聡太さん、小林幸奈さん（柔道部代表）

※（常任）は、常任理事会構成員

　
６
月
2
日「
龍
谷
大
学 

心

の
講
座
」in
北
大
阪
を
高
槻

市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て

開
催
し
ま
し
た
。第
1
部
は
マ

ン
ド
リ
ン
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

O
B

・O
G
に
よ
る
心
地
良
い

演
奏
と
現
役
バ
ト
ン・
チ
ア

S
P
I
R
I
T
S
の
元
気
で

楽
し
い
演
舞
、第
2
部
は
森
田

克
行
氏（
74
年
文
卒
）の
講
演

「
天
下
泰
平
と
高
槻
城
」で
近

世
高
槻
城
の
興
味
深
い
お
話
に

一
般
の
方
を
含
め
約
170
名
が

参
加
さ
れ
盛
会
に
終
わ
り
ま

し
た
。（
支
部
長  

浅
井 

純一）

グループワークの様子

校友会員特典サービス校友タウン情報

（
96
年
文
卒

 

16
年
龍
谷
奨
励
賞
受
賞  （

（
79
年
経
営
卒

 

01
年
龍
谷
奨
励
賞
受
賞  （
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呉
ご

服
ふ く

 弘
ひ ろ

晶
あ き

 さん

西
に し

川
か わ

 宏
こ う

祐
す け

 さん

（株）ホテル日航大阪
代表取締役社長　総支配人 

プロフィール
大阪市生まれ。79 年、経済学
部卒業。82 年、ホテル日航大
阪に入社。宿泊部、マーケティ
ング部を経験ののち、01 年ホテ
ル日航ベイサイド大阪の開業準備
に携わり、03 年同社マーケティ
ング部長、宿泊部長を経て、07
年ホテル日航奈良総支配人、11
年ホテル日航金沢総支配人に。
13 年 JAL ホテルズ（現オークラ 
ニッコー ホテルマネジメント）執
行役員兼ホテル日航金沢総支配
人。18 年 6 月、同社上席執行
役員兼ホテル日航大阪総支配人
に。

校友●Who's Who

キ
ー
ワ
ー
ド
は

明
る
く
楽
し
く

海
外
体
験
が
今
の
自
分
を

　
子
ど
も
の
頃
か
ら
海
外
志

向
で
、最
初
に
渡
航
し
た
の
は

中
学
３
年
生
の
と
き
の
グ
ア
ム

で
し
た
。友
達
の
お
父
さ
ん
が

米
国
海
軍
に
所
属
さ
れ
て
い

て
、友
達
に
会
う
た
め
１
ヶ
月

あ
ま
り
グ
ア
ム
の
米
軍
基
地

で
。も
ち
ろ
ん
一
人
で
で
す
。

　
高
校
は
大
阪
府
立
市
岡
高

校
で
、休
み
に
な
れ
ば
海
外
に

行
っ
て
ま
し
た
。だ
か
ら
卒
業

の
と
き
航
空
会
社
の
パ
ー
サ
ー

に
な
ろ
う
と
し
ま
し
た
が
、家

族
に
反
対
さ
れ
て
断
念
し
、

龍
谷
大
学
へ
進
学
し
ま
し
た
。

大
学
っ
て
い
い
で
す
ね
。春
、夏
、

冬
と
休
み
が
非
常
に
長
い
。こ

れ
は
し
め
た
も
の
と
、１
年
休

学
し
語
学
学
校
に
通
っ
た
あ

と
復
学
し
、せ
っ
せ
と
海
外
に

出
て
い
ま
し
た
。

　
い
ち
ば
ん
長
く
滞
在
し
た

の
は
、ヨ
ー
ロッパ
で
し
た
。パ
リ

で
は
一
つ
星
の
ホ
テ
ル
、ロ
ン
ド

演
奏
は
年

100
回
に

　
中
部
方
面
音
楽
隊
は
、担

任
地
域
が
近
畿・東
海・北
陸・

中
国・四
国
の
2
府
19
県
の
広

範
囲
に
わ
た
り
、年
100
回
に
及

ぶ
演
奏
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
陸
上
自
衛
隊
音
楽
隊
の
任

務
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、

主
に
次
の
３
つ
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

　
ま
ず
、隊
員
の
士
気
高
揚

の
た
め
の
演
奏
で
す
。厳
し
い

訓
練・
任
務
に
赴
く
隊
員
に

勇
気
や
希
望
を
持
っ
て
も
ら

う
た
め
に
演
奏
し
ま
す
。

　
次
に
、儀
式
の
た
め
の
演
奏

で
す
。自
衛
隊
各
駐
屯
地
の

記
念
式
典
で
の
演
奏
、国
賓・

高
官
等
に
対
す
る
儀ぎ

仗じ
ょ
うを
実

施
し
ま
す
。

　
３
つ
目
は
、自
衛
隊
の
広

報
の
た
め
の
演
奏
で
す
。各

地
で
の
演
奏
会
や
イ
ベ
ン
ト

等
へ
の
参
加
を
通
じ
て
自
衛

隊
の
活
動
を
幅
広
く
広
報
し

て
い
ま
す
。

　
私
が
所
属
し
て
い
た
龍
谷

大
学
吹
奏
楽
部
は
、学
生
バ
ン

ド
と
し
て
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
で
す
が
、自
衛
隊
音
楽
隊
は

入
隊
す
る
人
間
の
ほ
と
ん
ど

が
音
大
卒
業
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、個
々
の
レ
ベ
ル
が
学
生

時
代
と
は
比
較
に
な
り
ま
せ

ん
。

　
国
民
か
ら
の
関
心
も
高
く
、

演
奏
会
の
チ
ケ
ッ
ト
は
入
手
困

難
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

そ
の
期
待
に
応
え
る
演
奏
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

プ
レッ
シ
ャ
ー
は
あ
り
ま
す
が
、

同
時
に
や
り
が
い
も
感
じ
て
い

ま
す
。

　
現
在
、陸
上
自
衛
隊
音
楽

隊
に
は
龍
谷
大
学
の
卒
業
生

が
３
名
所
属
し
て
お
り
、今
年

も
入
隊
を
目
指
し
て
く
れ
る

学
生
が
い
て
嬉
し
い
限
り
で
す
。

被
災
地
で
の
演
奏
が

　
私
た
ち
音
楽
隊
員
は
演
奏

が
主
任
務
で
す
が
、有
事
の
際

は
自
衛
官
と
し
て
与
え
ら
れ

た
職
務
を
遂
行
し
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。11
年
、東
日
本

大
震
災
の
際
は
音
楽
隊
員
が

災
害
派
遣
に
参
加
し
、慰
問

演
奏
を
実
施
し
ま
し
た
。私

は
自
衛
官
と
し
て
こ
れ
ら
の

活
動
に
参
加
し
た
事
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、被
災
地
で
の
演
奏

と
い
え
ば
12
年
３
月
に
宮
城

県
南
三
陸
町
で
龍
谷
大
学
吹

奏
楽
部
が
演
奏
会
を
開
催
さ

校友最前線音楽で〝感動〟を
届けたい

東京支部・神奈川県支部

広島県支部

山口県支部

愛知県支部

7 月 14 日、校友のお寺、浄謙寺（75 年文卒 
浄謙彰文）でイタリアン精進料理をいただき
ました。彩り豊かな野菜がふんだんに使われ、
野菜の旨みを活かす味付け、土から頂いた恵

みが身体に染み渡
るようなお料理や
おもてなしに、心
をわしづかみにさ
れました。

   　（岩本香奈子）

7 月 6 日、コーチングセミナーに続きフルート
演奏、ティータイムで質問カフェを行いました。
聴く人、話す人に分かれて「聴く」練習。質
問されて改めて自分自身に気付くことが出来
たり。素敵なフルート演奏にグッときたり。心
動かされた一日でした♪　　　　 （松田祥子）

3 月 9 日、歴史ある建造物、揚輝荘の「聴松閣」
で講座を行いました。100 年前の社交場の雰
囲気を味わいながら手を動かし、仕事の話や
子供の話などで話は尽きず、楽しい時間を過
ごしました。とても好評だったので、２回目の
同講座を企画予定中です！　　　 （前田典子）

「カップヌードルミュージアム横浜」

「精進料理を食べに行こう」

「あなたの未来が輝くコーチングセミナー」

「フラワーアレンジメント講座」

ン
で
は
安
ア
パ
ー
ト
を
借
り
た

り
し
て
、１
回
に
１
ヶ
月
く
ら

い
の
滞
在
で
し
た
。僕
は
音
楽

が
好
き
で
、ク
イ
ー
ン
や
ポ
ー

ル・マッ
カ
ー
ト
ニ
ー
の
コ
ン
サ
ー

ト
に
よ
く
行
って
ま
し
た
。

　
当
時
、円
の
レ
ー
ト
は
１

ド
ル
300
円
く
ら
い
で
、海
外

へ
行
く
の
に
銀
行
の
預
金
証

明
や
予
防
注
射
が
必
要
で
、

今
で
は
ち
ょ
っ
と
考
え
ら
れ

な
い
時
代
で
し
た
ね
。今
の

自
分
が
あ
る
の
は
、海
外
で

異
文
化
に
接
し
、さ
ま
ざ
ま

な
体
験
を
し
た
か
ら
こ
そ
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

見
抜
く
力
と
判
断
力
が

　
私
が
総
支
配
人
を
つ
と
め

る
ホ
テ
ル
日
航
大
阪
は
、こ
の

秋
に
37
周
年
を
迎
え
ま
す
。

82
年
に
開
業
の
準
備
室
に
配

属
さ
れ
、ホ
テ
ル
の
完
成
を
目

の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。以

来
、色
々
な
部
署
を
経
験
し

ま
し
た
が
、仕
事
が
楽
し
く
て

し
ょ
う
が
な
い
。だ
か
ら
新
入

社
員
に
よ
く
言
う
の
は
、「
お

客
様
に
心
か
ら
喜
ん
で
も
ら

う
こ
と
で
、や
り
が
い
を
感
じ

る
。ホ
テ
ル
マ
ンって
、こ
ん
な
い

い
仕
事
は
な
い
よ
」と
。実
際

に
私
自
身
、そ
う
感
じ
て
今

龍谷大学校友会女子会

各支部の「龍Ron小町」の活動

ロ ン ロ ン

『龍Ron小町』

ま
で
や
って
き
ま
し
た
。

　
と
く
に
こ
の
ホ
テ
ル

日
航
大
阪
は
、ニッコ
ー・

ホ
テ
ル
ズ・イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
の「
学
校
」と

言
わ
れ
ま
す
。新
入
社

員
で
本
社
に
配
属
さ
れ

て
も
、必
ず
こ
こ
で
２

年
間
ほ
ど
勉
強
し
て
か
ら
、国

内
外
の
他
の
ホ
テ
ル
に
行
く
と

い
う
の
が
、我
々
の
ル
ー
テ
ィ
ン

で
し
た
。現
に
総
支
配
人
の

多
く
は
、こ
こ
の
出
身
者
で

す
。客
室
も
600
室
以
上
あ
り
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、宴
会
、婚
礼
部

門
な
ど
が
フ
ル
装
備
で
す
し
、

大
阪
の
一
等
地・心
斎
橋
と
い

う
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
恵
ま
れ
て

い
て
、世
界
中
か
ら
人
々
が
こ

こ
に
集
ま
る
。

　
私
が
よ
く
言
う
の
は
、「
600

の
部
屋
が
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、毎
日
600
の
物
語
が
あ
る
ん

だ
よ
。そ
し
て
、ど
ん
な
お
客

様
で
あ
る
か
を
見
抜
く
力
と
、

何
が
起
こ
っ
て
も
と
っ
さ
に
物

事
を
判
断
す
る
力
、そ
れ
が
ホ

テ
ルマ
ン
に
不
可
欠
だ
」と
。

人
が
好
き
だ
か
ら
こ
そ

　
社
長
と
し
て
の
モ
ッ
ト
ー
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、や
っ

ぱ
り「
明
る
く
楽
し
く
」で
す

ね
。私
は
そ
れ
を
い
つ
も
心
が

け
て
い
ま
す
し
、社
員
も
同
じ

で
す
。だ
か
ら
、社
員
や
ス
タ
ッ

フ
が
楽
し
く
笑
顔
で
仕
事
が

で
き
る
よ
う
に
と
い
う
労
働

環
境
を
、い
か
に
整
え
る
か
に

尽
き
ま
す
ね
。そ
の
た
め
に

は
、ま
ず
ト
ッ
プ
が
明
る
く

元
気
で
な
い
と
…
。

　
龍
谷
大
学
か
ら
ホ
テ
ル
日

航
大
阪
に
入
社
し
た
と
き
、

せ
っ
か
く
ホ
テ
ル
マ
ン
に
な
っ
た

の
だ
か
ら
、総
支
配
人
に
な
る

の
が
夢
で
し
た
。そ
れ
も
今
叶

い
、大
好
き
な
大
阪
に
帰
っ
て

き
た
こ
と
を
、本
当
に
う
れ
し

く
思
って
い
ま
す
。

　「
好
き
こ
そ
も
の
の
上
手

な
れ
」と
言
い
ま
す
が
、私
自

身
、人
が
好
き
で
お
客
様
が

大
好
き
で
す
か
ら
、こ
ん
な

楽
し
い
仕
事
は
な
い
と
、こ

の
年
齢
に
な
っ
て
も
、そ
う

思
っ
て
い
ま
す
。天
職
な
ん

で
し
ょ
う
ね
。

せ
て
頂
い
た
事
を
思
い
出
し

ま
す
。

　
町
に
残
る
大
き
な
傷
跡
に

言
葉
を
失
い
ま
し
た
が
、現
地

の
方
々
が
涙
を
流
し
て
私
た

ち
の
演
奏
を
聴
い
て
下
さ
っ
た

事
が
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。音
楽
に
対
す
る
価
値
観

が
変
わ
っ
た
経
験
で
あ
り
、私

が
自
衛
隊
音
楽
隊
を
目
指
す

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
取
り

巻
く
外
交
情
勢
、未
曾
有
の

災
害
等
、予
想
で
き
な
い
事
態

が
起
こ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、ま
ず
は
音
楽
隊
員
と
し

て
音
楽
で
人
々
に
感
動
を
届

け
ら
れ
る
よ
う
に
今
後
も
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

陸上自衛隊中部方面
音楽隊員（伊丹駐屯地）

（13 年文卒）

ニッコープレミアム エグゼクティブスイート

　学
生
時
代
、吹
奏
楽
部
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
奏
者
と
し
て
、12
年
に「
校
友
会
賞
」を

受
賞
し
た
西
川
さ
ん
。「
狭
き
門
」と
称
さ

れ
る
自
衛
隊
音
楽
隊
に
入
隊
し
、現
在
、陸

上
自
衛
隊
中
部
方
面
音
楽
隊
員
と
し
て
活

躍
し
て
い
ま
す
。本
年
度
、校
友
会
賞
を
受

賞
し
た
後
輩
の
阪
尾
優
治
さ
ん
は
、西
川

さ
ん
を
目
標
に
し
て
き
ま
し
た
。

西川さん（左）と阪尾さん

西川さん（左）

南三陸町立志津川中学校宮城県南三陸町での復興支援演奏会

ホテル日航大阪

7 月 27 日、夏休み最初の土曜日に実施しま
した。0 歳児から永遠の青年まで、総勢 41
名で、チキンラーメン作り体験や、自分だけ
のカップヌードル作りを楽しみました。ラン
チはもちろんカップヌードル含む麺料理です。

（大原延恵）
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54年岡山県英田郡西粟倉村生ま
れ。県立津山商業高等学校から龍
谷大学を卒業後、住宅会社広報
室を経て、家業の後継者として帰
郷。95年より西粟倉村村議会議員
４期、11年から同村村長 3 期目で、
平成の大合併に際し、協議会から
の離脱を推進。以後、地域資源と
地域経営の見直しを軸に、「地域お
こし協力隊制度」などの積極的活
用を図り、外部人材の発掘やローカ
ルベンチャー事業を推進。地域に
内在する新たな価値の創出で、50
年後を持続する地域作りを目指す。

西粟倉村 村長

（77年経営卒）

〝地域創生の優等生〟西粟倉村の取り組み

青
あ お

木
き

　秀
ひ で

樹
き

 さん
　
岡
山
県
最
北
東
に
位
置
す

る
英あ

い

田だ

郡ぐ
ん

西に
し

粟あ
わ
く
ら倉
村そ

ん

。人
口

１
６
０
０
ほ
ど
の
小
さ
な
山

村
だ
が
、13
年
か
ら
今
年
に

か
け
て
、国
が
進
め
る「
環
境

モ
デ
ル
都
市
」「
バ
イ
オ
マ
ス

産
業
都
市
」「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来

都
市
」の
認
定
を
受
け
た
。

　
今
、地
域
創
生
の
優
等
生

と
し
て
、全
国
か
ら
大
き
な

注
目
を
浴
び
て
い
る
。「
仕
掛

け
人
」青
木
秀
樹
村
長
に
、お

話
を
伺
っ
た
。

　
明
治
時
代
に
入
っ
て
産
業

の
近
代
化
が
進
み
ま
し
た

が
、当
時
の
主
要
な
輸
出
品

の
ひ
と
つ
は
、木
材
で
し
た
。こ

の
た
め
全
国
各
地
で
植
林
熱

が
高
ま
り
ま
し
た
。林
業
が

主
の
こ
の
村
で
は
、大
正
か
ら

昭
和
の
20
、30
年
代
あ
た
り

ま
で
、日
本
で
有
数
の
裕
福
な

地
域
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、建
材
が
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
に
変
わ
り
、

木
材
の
需
要
は
急
降
下
。そ

れ
に
輪
を
か
け
た
の

が
、ニ
ク
ソ
ン
シ
ョッ
ク

（
71
年
）で
し
た
。為

替
レ
ー
ト
の
変
動

（
円
高
）な
ど
で
、外

材
が
ど
ん
ど
ん
輸
入

さ
れ
、今
に
至
り
ま
す
。

　
西
粟
倉
村
の
山
林
は
、放

置
さ
れ
た
ま
ま
の
ひ
ど
い
状

況
で
し
た
。環
境
も
最
悪
で
、

ま
っ
た
く
山
と
し
て
の
機
能

が
果
た
せ
て
い
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て「
平
成
の
大
合
併
」。

10
年
に
は
約
３
２
０
０
の
市

町
村
が
半
減
。私
は
当
時
、村

会
議
長
で
、反
対
の
旗
を
振

り
ま
し
た
。西
粟
倉
村
は
長

く
続
い
て
き
た
村
で
、合
併
す

る
と
森
林
が
こ
れ
以
上
に
荒

れ
果
て
る
だ
ろ
う
と
、村
民
が

合
併
に
反
対
し
た
か
ら
で

す
。

　
村
の
95
％
が
山
林
で
す
。

山
を
美
し
く
す
る
し
か
な

い
。整
備
す
る
こ
と
で
、山
と

し
て
の
機
能
を
回
復
さ
せ
る

し
か
、生
き
残
っ
て
い
く
道
は

な
い
と
、「
百
年
の
森も

り林
構
想
」

「
上
質
な
田
舎
づ
く
り
」を
宣

言
し
た
の
で
す
。

　
ま
ず
、美
し
い
山
を
作
る
た

め
に
、個
人
が
所
有
す
る
山

林
を
、収
益
の
半
分
を
お
渡

し
す
る
条
件
で
、村
が
預
か
り

ま
し
た
。そ
し
て
、重
機
を
入

れ
る
た
め
の
道
作
り
か
ら
始

め
て
、山
林
整
備
で
出
た
間

伐
材
、こ
れ
を
何
と
か
商
品

化
し
た
い
と
、「
西
粟
倉
村・森

の
学
校
」と
い
う
製
材・販
売

会
社
を
起
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
お
金
を
出
す
の
は
村
、仕

事
は
森
林
組
合
、販
売
は「
森

の
学
校
」で
す
。間
伐
材
を
タ

イ
ル
状
に
加
工
し
て
、住
宅
の

D
I
Y
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
と
し
て

売
り
出
し
、さ
ま
ざ
ま
な
間

伐
材
の
商
品
を
開
発・
販
売

し
て
い
き
ま
し
た
。こ
れ
を
具

体
化
し
て
く
れ
た
の
は
、東
京

の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
か
ら
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
と
し
て
派
遣
さ
れ
た

青
年
で
し
た
。そ
の
後
、会
社

を
辞
め
て
私
た
ち
の「
山
の
再

生
」と
い
う
夢
に
か
け
て
く
れ

た
の
で
す
。

　
今
、村
で
は
都
会
か
ら
の

若
者
に
よ
る
起
業
を
、コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
に
よ
る
助
言
や
、国

の「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」制

度
の
活
用
な
ど
、さ
ま
ざ
ま

な
形
で
支
援
し
て
い
る
。現

在
、32
社
が
起
業
し
、約
140
人

が
定
着
。じ
つ
に
村
の
人
口
の

１
割
ほ
ど
。

　
私
た
ち
に
は「
百
年
の
森

林
構
想
」「
上
質
な
田
舎
づ
く

り
」と
い
う
夢
が
あ
り
、同
時

に
移
住
の
若
者
た
ち
に
も
そ

れ
ぞ
れ
夢
が
あ
り
ま
す
。旧

影
石
小
学
校
の
教
室
を
オ

フ
ィ
ス
と
し
て
提
供
し
、コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
会
社
に
よ
る「
ロ
ー
カ

校友からの便り

安
あ ん ね ん

念　幸
さ ち

恵
え

さ
ん （10年社会卒）

素晴らしい出会いが私の人生を変えてくれました

独立行政法人国際協力機構　JICA海外協力隊（ペルー）
バドミントン ペルー代表選手（ナショナルチーム、ジュニアナショナルチーム、パラバドミントン）

のスパーリングパートナー兼コーチ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
一
色
の
学

生
生
活
。
宮
崎
克
己
監
督
と

の
出
会
い
で
私
の
人
生
は
変
わ

り
ま
し
た
。
最
後
の
全
日
本

学
生
選
手
権
で
は
常
勝
の
関

東
の
大
学
を
破
って
上
位
入
賞

を
果
た
し
、
歴
史
を
塗
り
替

え
る
と
同
時
に
、
今
ま
で
や
っ

て
き
た
こ
と
に
間
違
い
は
な

か
っ
た
の
だ
と
自
分
を
信
じ
る

事
が
出
来
ま
し
た
。

卒
業
後
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

と
会
社
員
を
両
立
で
き
る
環

境
に
惹
か
れ
、
山
口
県
の
西
京

銀
行
に
就
職
し
、
A
C
T 

S
A
I
K
Y
O
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
チ
ー
ム
で
は
、
日

本
リ
ー
グ
（
現 

S\

J
リ
ー
グ
）
に

参
戦
、
15
年
に
一
部

リ
ー
グ
昇
格
を
果
た

し
、
私
は
引
退
し
ま

し
た
。

銀
行
の
仕
事
や
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
を
通
し

て
た
く
さ
ん
の
お
客

さ
ま
に
お
会
い
し
ま

し
た
。
引
退
後
、
二

足
の
草
鞋
の
経
験

が
、
国
や
人
種
を
越

え
て
色
ん
な
人
に
出
会
い
、

知
り
た
い
と
の
気
持
ち
を
芽

生
え
さ
せ
ま
し
た
。
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
と
い
う
ツ
ー
ル
で
私
の

気
持
ち
を
実
現
可
能
と
い
う

宮
崎
監
督
の
助
言
が
あ
り
、

青
年
海
外
協
力
隊
に
挑
戦
す

る
こ
と
を
決
意
し
、
退
職
を

し
ま
し
た
。

現
在
は
ペ
ル
ー
に
身
を
置

き
、
ペ
ル
ー
代
表
選
手
の
ス

パ
ー
リ
ン
グ
パ
ー
ト
ナ
ー
兼

コ
ー
チ
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
活
動
の
中
で
、
ペル
ー
の

選
手
と
西
京
銀
行
を
訪
問

し
、
現
在
の
活
動
を
報
告
さ

せ
て
も
ら
う
な
ど
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
を
通
し
て
関
係
を
継
続

し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
7
月
に
は
、「Pan 

A
m

erican Gam
es

（
南
北

ア
メ
リ
カ
大
陸
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
）」
も
行
わ
れ
、
今
後
も

様
々
な
試
合
イ
ベ
ン
ト
を
控

え
て
お
り
、
全
て
が
待
ち
遠

し
い
で
す
。
ま
た
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
以
外
に
も
日
本
と
ペ
ル
ー

を
つ
な
ぐ
活
動
を
し
な
が

ら
、
残
り
の
1
年
弱
の
活
動

に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

世界遺産マチュピチュへ観光した時

一緒に指導している連盟長やコーチ達と

バドミントンコーチング風景（左端）

上質な田舎、西粟倉村

ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
」の
開

催
な
ど
、や
れ
る
こ
と
は
す
べ

て
や
って
い
ま
す
。

　
荒
れ
果
て
た
山
林
と
い
う

問
題
は
、日
本
中
ど
こ
に
で
も

あ
り
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、

「
こ
こ
で
の
経
験
が
、や
が
て

全
国
で
必
要
に
な
っ
て
く
る

か
ら
」と
。た
と
え
ば
、村
に

「
あ
わ
く
ら
温
泉
」が
あ
り
ま

す
が
、給
湯
に
年
３
、４
千
万

円
の
灯
油
代
が
か
か
り
ま

す
。そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
間
伐

材
で
ま
か
な
い
、外
に
出
て
い

く
お
金
を
、村
の
中
で
ま
わ
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
で

し
ょ
う
か
、「
百
年
の
森
林
構

想
」に
、国
が
注
目
し
ま
し

た
。木
材
の
65
％
を
輸
入
に

頼
っ
て
い
る
中
で
、西
粟
倉

村
が
や
っ
て
い
る
こ
と
は
、

非
常
に
参
考
に
な
る
と
思
い

ま
す
。今
春
か
ら
国
は
、山
林

の
放
置
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け

る
べ
く「
森
林
経
営
管
理
法
」

を
導
入
し
、24
年
度
か
ら
は
、

「
森
林
環
境
税
」と
い
う
新
税

を
広
く
国
民
に
課
し
て
、日

本
の
山
林
を
守
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。私
た
ち
の
取
り
組

み
が
、参
考
に
な
っ
た
と
自

負
し
て
い
ま
す
。

　
龍
谷
大
学
で
は
バ
イ
ト
三

昧
の
日
々
で
し
た
が
、今
に
な
っ

て
仏
教
哲
学・仏
教
的
な
物
の

考
え
方
を
学
ん
だ
こ
と
が
役

立
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
、あ

り
が
た
く
思
って
い
ま
す
。

　毎年、校友会支部総会に参加さ
れる校友会員に校友会オリジナルの
記念品をお渡ししています。
　19年度は、龍谷大学創立380周
年を迎えるので、「卒業生が例年以
上に学生のみなさんを応援しましょ
う！母校を応援しましょう！」という
思いを込めた記念品にしました。
　５月に行われた硬式野球部の龍
産戦では、タオルマフラーを使って
熱い応援をしました。

龍谷大学校友会
タオルマフラー

れ
ま
せ
ん
が
、
営
業
は
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
一
環
で
す
。

モ
ノ
の
流
通
は
、
営
業
に
か

か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
先
に

あ
る
の
が
販
売
で
す
。
営
業

を
経
験
し
て
モ
ノ
が
流
通
す

日本で最も美しい村に

「SDGs未来都市」に選定されました。（左から4人目） 「百年の森
も り

林構想」

旧影石小学校の教室をショールームとオフィスとして提供

節の多い廃材を利用したトイレ（道の駅）



龍谷大学 校友会報89号

Ryukoku University Alumni News No.89（5）第89号 2019（令和元）年9月30日

三
み つ は し

橋 佳
か ず よ

寿代さ
ん

プロフィール
04 年法学部政治学科卒業。在
学中は４年間を通して、少林寺
拳法部、龍谷祭実行委員会に
所属。卒業後、イギリス留学を
経て、在スーダン日本大使館、
国連プロジェクトサービス機関

（UNOPS）スーダン事務所及
びケニヤ事務所に勤務。現在は
国連薬物犯罪事務所（UNODC）
の国際海上犯罪プログラムのア
フリカの各プログラムを担当。

社
会
の
発
展
に
は
、そ
の
社
会
の

　一
人
ひ
と
り
の
存
在
が
不
可
欠
な
の
だ
と
実
感

紫
朋
館
か
ら
平
和
構
築
へ

　
学
生
時
代
の
私
は
、
大
学

に
入
っ
て
始
め
た
少
林
寺
拳

法
や
、
龍
谷
祭
実
行
委
員
会

の
活
動
な
ど
、
課
外
活
動
に

重
点
を
置
い
た
学
生
で
し

た
。

　
転
機
は
、
01
年
９
月
に
起

こ
っ
た
米
国
同
時
多
発
テ

ロ
。
正
確
に
は
、
そ
の
２
年

後
に
当
時
の
状
況
を
ま
と
め

た
写
真
集
を
見
た
こ
と
で
し

た
。
衝
撃
的
な
シ
ー
ン
を
収

め
た
写
真
集
の
中
に
、
ワ
ー

ル
ド
ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
の
前
で
祈
る
人
々
の
姿
が

写
し
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
初
め
て
、
暴
力
を

伴
う
紛
争
は
単
に
出
来
事
と

し
て
歴
史
に
残
る
だ
け
で
な

く
、
そ
れ
に
巻
き
込
ま
れ
た

多
く
の
人
の
人
生
を
左
右
す

る
も
の
な
の
だ
と
気
づ
き
、

紛
争
の
影
響
を
受
け
た
人
を

支
援
で
き
る
紛
争
後
復
興
の

仕
事
が
し
た
い
と
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
が
、

４
回
生
の
10
月
の
こ
と
で
す

の
で
、
就
活
な
ど
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
言
う
と
、
か

な
り
遅
い
ス
タ
ー
ト
だ
と

思
い
ま
す
。

ソマリア国連薬物犯罪事務所
（UNODC）

Project Officer

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

校
友
会
長
名
、
学
長
名
で
祝
電
を
打
ち
ま
す
。

お
申
し
込
み
は
、
校
友
会
事
務
局
ま
で
。

お
申
し
込
み
は
、
お
電
話
、
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
、
必
ず
次
の
項
目
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
受
付
は
挙
式
日
の
１
週
間
前
ま
で
。

●
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
卒
業
年
・
卒
業
学
部
※
校
友
同
士
の
結
婚

の
場
合
は
２
名
と
も
●
挙
式
日
時
・
会
場
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
会
場

住
所
・
会
場
電
話
番
号
●
会
報
に
掲
載
の
可
否

♠
♥
は
校
友
同
士
の
結
婚

氏
名

　

         

卒
年     

式
月
日

♠ 

木
原
　
一
暁 

10 

経
営 

♥ 

大
杉
　
若
菜 

12 

文 

♠ 

大
山
勇
士
郎 

12 

経
済 

♥ 

藤
田
　
梨
紗 

10 

短
大

♠ 

黒
川
裕
一
郎 

15 

経
済 

♥ 

村
尾
あ
さ
き 

16 

経
営

　 

河
原
　
平
洋 

17 

国
際 

5-

12

　 

岡
所
　
秀
明 

05 

理
工 

5-

12

　 

下
村
　
景
亮 

15 

政
策 

6-

9

　 

渡
邊
　
雅
子 

12 

経
営 

6-

9

♠ 

北
川
　
達
也 

13 

法 

♥ 

植
村
　
由
佳 

13 

国
際  

　 

森
田
佳
奈
子 

12 

短
大 

7-

6

♠ 

山
口
　
堅
心 

01 

文 

♥ 

野
村
　
幸
絵 

98 

短
大

4-

13
5-

3
5-

11
6-

16
7-

7

7-

23
8-

3

♠ 

後
藤
　
大
輔 

18 

政
策 

♥ 

井
之
上
奈
津
美 

19 

政
策 

♠ 

上
床
　
一
平 

15 

文 

♥ 

北
牧
万
由
子 

15 

経
済 

　 

池
田
　
　
潔 

02 

経
営 

9-

21

氏
名

　

         

卒
年     

式
月
日

　
国
際
協
力
の
分
野
に
入
っ

て
か
ら
は
、
ス
ー
ダ
ン
・
南

ス
ー
ダ
ン
開
発
支
援
や
緊
急

人
道
支
援
の
調
整
、
ス
ー
ダ

ン
・
ダ
ル
フ
ー
ル
給
水
案
件

や
ソ
マ
リ
ア
・
ボ
サ
ソ
市
場

改
修
案
件
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ど
を
担

当
し
、
現
在
は
、
ソ
マ
リ
ア

の
海
上
警
察
や
沿
岸
警
備

隊
、
刑
務
所
に
対
す
る
対
処

能
力
強
化
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
紛
争
が

身
近
に
あ
る
環
境
で
の
支
援

で
す
の
で
、
そ
れ
な
り
の
苦

労
が
伴
う
案
件
で
は
あ
り
ま

す
が
、
そ
う
し
た
環
境
で
の

出
会
い
は
、
ど
れ
も
忘
れ
る

こ
と
の
で
き
な
い
素
晴
ら
し

い
経
験
で
し
た
。

開
発
支
援
か
ら
の
学
び

　
国
際
協
力
の
現
場
で
は
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
事
業
の

成
果
を
左
右
す
る
の
は
支
援

を
受
け
る
政
府
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
人
た
ち
の
参
加
度
合

い
で
す
。
彼
ら
が
真
摯
に
取

り
組
む
支
援
は
、
我
々
国
際

職
員
が
関
わ
る
以
上
に
格
段

に
成
果
が
上
が
り
、
そ
う
で

な
け
れ
ば
ま
さ
に
無
駄
に
終

わ
っ
て
し
ま
う
も
の
も
多
く

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
例
を

数
多
く
見
る
と
、
社
会
が
発

展
す
る
に
は
、
そ
の
社
会
の

中
に
い
る
一
人
ひ
と
り
の
存

在
が
不
可
欠
な
の
だ
と
実
感

す
る
の
で
す
。

　
今
の
目
標
は
、
こ
う
し
た

現
地
の
力
を
引
き
出
せ
る
よ

う
な
案
件
形
成
や
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
実

践
す
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
に

向
け
て
、
こ
れ
か
ら
も
様
々

な
場
所
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続

け
、
成
長
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ソマリアの海岸線

経営者登場

プロフィール
63 年東京生まれ。87 年経営学部卒
業、ヤマハ発動機株式会社入社。10
年間はモーターサイクル営業。97 年か
ら17 年間電動アシスト自転車 PAS 企
画開発。14 年にヤマハ発動機販売株
式会社出向。17 年取締役、翌年代表
取締役社長に就任。

ヤマハ発動機販売（株）
代表取締役社長

石
い し

井
い

  謙
け ん

司
じ

さん

学
生
時
代

　
学
生
時
代
は
、
厳
し
い
指

導
で
知
ら
れ
た
経
営
学
の
林

昭
先
生
の
ゼ
ミ
で
、
一
生
懸

命
勉
強
し
ま
し
た
。「
鬼
の

林
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、そ
の
“
林
先
生
が
好
き
”

な
学
生
が
集
ま
っ
た
ゼ
ミ

だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

卒
業
論
文
は
「
製
造
業
の
日

本
的
経
営
」。
こ
の
卒
論
が

就
職
に
大
い
に
役
立
ち
ま
し

た
。

　
学
生
時
代
の
ア
ル
バ
イ
ト

は
二
つ
。
一
つ
は
鈴
鹿
サ
ー

キ
ッ
ト
で
、
レ
ー
ス
運
営
側

の
仕
事
。
も
う
一
つ
は
、
梅

田
の
ガ
ー
ド
下
の
カ
ウ
ン
タ
ー

バ
ー
。
常
連
の
お
客
さ
ん
ば

か
り
の
小
さ
な
店
で
、
大
手

企
業
の
人
も
多
く
、
い
ろ
い

ろ
な
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

た
お
か
げ
で
、
就
職
活
動
の

面
接
で
は
あ
ま
り
緊
張
せ
ず

に
済
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
音
楽
が
好
き
だ
っ

た
の
で
、
軽
音
楽
部
に
入
っ

て
バ
ン
ド
活
動
も
し
ま
し

た
。
今
で
も
高
校
時
代
の
仲

間
と
、
年
に
一
度
は
ラ
イ
ブ

を
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
ヤ
マ
ハ
に
入
っ
た
の
か
？

　
自
転
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
が

好
き
で
、
よ
く
ユ
ー
ス
ホ
ス

テ
ル
に
泊
ま
っ
て
“
青
春
の

旅
”
を
し
て
い
ま
し
た
。
父

親
は
転
勤
族
だ
っ
た
の
で
、

日
本
各
地
を
転
々
と
し
ま
し

た
。

　
釧
路
に
い
た
高
校
生
の
と
き

“
オ
ー
ト
バ
イ
の
師
匠
”に
出

会
っ
て
、オ
ー
ト
バ
イ
に
夢
中

に
な
り
ま
し
た
。ヤ
マ
ハ
の

オ
ー
ト
バ
イ
は
セ
ン
ス
が
良

い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。モ

ノ
づ
く
り
に
興
味
も
あ
り
将

来
は
メ
ー
カ
ー
に
入
り
た

か
っ
た
の
で
、ヤ
マ
ハ
に
入

社
で
き
た
の
は
、い
わ
ば
願

い
が
か
な
っ
た
形
で
す
。

世
界
初 

電
動
ア
シ
ス
ト

自
転
車 

Ｐ
Ａ
Ｓ 

開
発 

　
入
社
し
て
か
ら
10
年
間
、

東
京
で
営
業
を
し
ま
し
た
。

　“
営
業
＝
販
売
”
と
思
っ

て
い
る
人
が
多
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
営
業
は
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
一
環
で
す
。

モ
ノ
の
流
通
は
、
営
業
に
か

か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
先
に

あ
る
の
が
販
売
で
す
。
営
業

を
経
験
し
て
モ
ノ
が
流
通
す

人の役に立つものしか残らない
初代 PAS 

る
現
場
で
学
ん
だ
こ
と
が
、

97
年
か
ら
本
社
で
携
わ
っ

た
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車

P
A
S
の
企
画
・
開
発
で

大
い
に
役
立
ち
ま
し
た
。

　
P
A
S
は
、
世
界
初
の
商

品
で
、
お
客
様
に
理
解
し
て

も
ら
う
の
は
大
変
で
し
た
。

新
規
事
業
な
の
で
黒
字
に
な

る
の
に
も
時
間
が
か
か
り
、

会
社
か
ら
は
「
いつ
ま
で
も
や

ら
せ
て
お
け
な
い
よ
」
と
言

わ
れ
た
り
し
ま
し
た
。

　
04
年
に
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
が
開
発
さ
れ
た
こ
と
が
、

技
術
的
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン

ト
と
な
り
ま
し
た
。
構
造
改

革
も
取
り
入
れ
な
が
ら
05
年

に
や
っ
と
黒
字
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
一
時
は
20
数

社
も
参
入
し
て
競
争
が
激
し

い
時
代
も
あ
り
ま
し
た
が
、

現
在
は
国
内
大
手
３
社
に
ほ

ぼ
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
の
販
売
数
は
年
間

約
70
万
台
で
す
が
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
、
電
動
ア
シ

ス
ト
自
転
車（e-

B
I
K
E
）

が
そ
の
２
倍
以
上
売
れ
て
い

ま
す
。
日
本
で
も
電
動
ア
シ

ス
ト
自
転
車
市
場
は
順
調
に

育
っ
て
お
り
、
子
育
て
世
帯

や
シ
ニ
ア
世
代
な
ど
、
日
常

の
足
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま

す
。
改
め
て
“
人
の
役
に
立

つ
も
の
し
か
残
ら
な
い
”
と

感
じ
て
い
ま
す
。

経
営
者
と
し
て

　
私
は
社
員
と
取
引
先
と
同

じ
目
線
で
や
っ
て
い
く
と
い
う

こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
若
い
社
員
に
は
、
最
後
ま

で
諦
め
な
い
、
ぎ
り
ぎ
り
ま

で
粘
る
、
し
ん
ど
い
時
こ
そ
心

を
込
め
る
、
と
い
う
よ
う
な

こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
が
、

自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
る

内
容
で
も
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
オ
ー
ト
バ
イ
は

楽
し
い
も
の
な
ん
だ
と
い
う
こ

と
を
、
ヤ
マハ
か
ら
世
の
中
の

人
た
ち
に
も
っ
と
も
っ
と
発
信

し
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、

あ
ら
ゆ
る
点
で
こ
れ
ま
で
や
っ

て
き
た
仕
組
み
を
変
え
る
時

に
来
て
い
ま
す
。
働
き
方
改

革
な
ど
、
世
の
中
は
早
い
時

間
軸
で
流
れ
て
い
ま
す
。
次

の
世
代
に
託
す
た
め
に
、
基

盤
づ
く
り
を
是
非
や
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

再会したイギリス留学時代の友人
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2018年度　文学部・短期大学部同窓会　決算
自 2018 年 4 月 1 日　至 2019 年 3 月 31 日

収 支 計 算 書
収入の部

款 項 科　　目 金　額
1 校友会助成金 16,890
2 会費収入（事業収入含む・校友より受けた収入） 5,625
3 その他収入 ( 含・預金利息） 30
4 積立金取崩 300
5 前年度繰越金 7,276

合　　計 30,121
支出の部

款 項 科　　目 金　額
1 事業費 16,748

1 広報費（資料印刷・発送費など） 56
2 事業開催費 16,692

2 運営費 3,109
1 通信費（電話・郵便など） 7
2 旅費交通費（出張費） 379
3 会合費（役員会など） 510
4 寄付・援助費 1,760
5 雑費（慶弔・事務用品費・図書費・振込手数料） 453

3 積立金繰入 500
1 積立金（周年事業など） 500

4 次年度繰越金 9,764
合　　計 30,121

2017年度　龍谷大学校友会決算
自 2017 年 4 月 1 日　至 2018 年 3 月 31 日

款 科　目 決算額
Ⅰ．収入の部

1 会　　　費 185,200,000
2 寄　付　金 300,000
3 広告料収入 0
4 提携カード収入 117,394
5 雑　収　入 21,362
6 その他の収入 0
7 積立金取崩収入 23,000,000

当年度収入合計 (A) 208,638,756
前年度繰越金 5,455,663
収入合計（B） 214,094,419
Ⅱ．支出の部

1 事　業　費 153,040,998
2 運　営　費 17,726,933
3 施 設 設 備 費 0
4 新同窓会預り金 0
5 校友会ネーミングライツ関係費 10,000,000
6 115 周年記念事業費 0
7 積　　立　　金 20,021,362
8 予    備    費 0

当年度支出合計（C） 200,789,293
当年度収支差額（A）-（C） 7,849,463
次年度繰越金（B）-（C） 13,305,126

2018年度　政策学部同窓会　決算
自 2018 年 4 月 1 日　至 2019 年 3 月 31 日

収 支 計 算 書
収入の部

款 項 科　　目 金　額
1 前年度繰越金 3,612
2 会費収入 5,055

合　　計 8,667
支出の部

款 項 科　　目 金　額
1 事業費

1 事業開催費 2,700
2 広報費 0

2 校友会諸経費 150
3 運営費

1 交通費 348
2 懇談会費 475

4 経費（事務用品費・消耗品費など） 23
5 助成金 478
6 次年度繰越金 4,493

合　　計 8,667

2018年度　経済学部同窓会　決算
自 2018 年 4 月 1 日　至 2019 年 3 月 31 日

収 支 計 算 書
収入の部

款 項 科　　目 金　額
1 校友会助成金 12,000
2 会費収入（事業収入含む・校友より受けた収入） 0 
3 その他収入 ( 含・預金利息） 0
4 積立金取崩 0
5 前年度繰越金 10,397

合　　計 22,397
支出の部

款 項 科　　目 金　額
1 事業費 5,958

1 広報費（資料印刷・発送費など） 472
2 事業開催費 5,486

　
2 運営費 1,455

1 通信費（電話・郵便など） 5
2 旅費交通費（出張費） 511
3 会合費（役員会など） 33
4 寄付・援助費 0
5 雑費（慶弔・事務用品費・図書費・振込手数料） 906

3 積立金繰入 3,000
1 長期運営積立金（周年事業など） 3,000

4 次年度繰越金 11,984
合　　計 22,397

2018年度　経営学部同窓会　決算
自 2018 年 4 月 1 日　至 2019 年 3 月 31 日

収 支 計 算 書
収入の部

款 項 科　　目 金　額
1 校友会助成金 10,300
2 会費収入（事業収入含む・校友より受けた収入） 152
3 その他収入 ( 含・預金利息） 0
4 前年度繰越金 10,739

合　　計 21,191
支出の部

款 項 科　　目 金　額
1 事業費 6,233

1 広報費（資料等印刷費） 78
2 事業開催費 ( 新入会員歓迎祝賀会・記念品・総会・同好会援助などの費用） 6,155

2 運営費 1,138
1 通信費（電話・郵便など） 0
2 旅費交通費（出張費・交通費） 417
3 会合費（役員会及び各委員会運営費など） 505
4 寄付・援助費 0
5 雑費（慶弔・謝礼・事務用品費・消耗品費など）予備費支出等を含む 216

3 次年度繰越金 13,820
合　　計 21,191

単位：千円

単位：千円

2018年度　法学部同窓会　決算
自 2018 年 4 月 1 日　至 2019 年 3 月 31 日

収 支 計 算 書
収入の部

款 項 科　　目 金　額
1 校友会助成金 8,160
2 会費収入 ( 事業収入含む・校友から受けた収入） 158
3 その他収入 ( 含・預金利息） 8
4 積立金取崩 0
5 前年度繰越金 1,238

合　　計 9,564
支出の部

款 項 科　　目 金　額
1 事業費 5,166

1 広報費（ホームページ維持管理） 20
2 事業開催費（総会、新入会員歓迎祝賀会、卒業記念品、合同同窓会リユニオン、20 代・30 代のための法学部同窓会、ゼミ同窓会援助等） 5,146

2 運営費 1,220
1 通信費 2
2 旅費交通費（理事会交通費・出張旅費等） 618
3 会合費（理事会会議費等） 577
4 寄付・援助費 0
5 雑費（慶弔費・事務消耗品費等） 23

3 積立金繰入 1,502
1 特別事業積立金（周年事業等） 1,502

4 次年度繰越金 1,676
合　　計 9,564

2018年度　理工学部同窓会　決算
自 2018 年 4 月 1 日　至 2019 年 3 月 31 日

収 支 計 算 書
収入の部

款 項 科　　目 金　額
1 校友会助成金 12,150
2 会費収入（事業収入含む・校友より受けた収入） 0
3 その他収入 ( 含・預金利息） 3
4 積立金取崩 0
5 前年度繰越金 15,674

合　　計 27,827
支出の部

款 項 科　　目 金　額
1 事業費 9,207

1 広報費（資料印刷・発送費など） 19
2 事業開催費（総会・講演料・イベント料・土産・記念品・懇親会などの費用） 9,188

2 運営費 1,860
1 通信費（電話・郵便など） 0
2 旅費交通費（出張費） 166
3 会合費（役員会など） 194
4 寄付・援助費（例：女子会などへの支払） 1,500
5 雑費（慶弔・事務用品費・図書費・振込手数料） 0

3 積立金繰入 0
1 積立金（周年事業など） 0

4 次年度繰越金 16,760
合　　計 27,827

単位：千円

貸 借 対 照 表
資　産　の　部 負　債　の　部

款 項 科　　　　 目 金　額 款 項 科　　　　目 金　額
1 預貯金 42,813  1 未払金 0

1
普通預金  （龍谷大学経理課） 42,575 2 前受金 0
普通預金  （京都銀行） 238

2 定期預金  0
負　債　合　計 0

積立金・繰越金
1 特別事業積立金 41,137 
2 次期繰越金 1,676

積立金・繰越金　合　計 42,813 
資　産　合　計 42,813  負債・積立金・繰越金合計 42,813

自 2018 年 4 月 1 日　至 2019 年 3 月 31 日

貸 借 対 照 表
資　産　の　部 負　債　の　部

款 項 科　　　　 目 金　額 款 項 科　　　　目 金　額
1 預貯金 46,760 0 未払金（翌年度において支払われるが、今年度の費用） 0

1 普通預金 ( 銀行名） 16,760 0 前受金（受け取っているが、次年度の会費収入など） 0
2 定期預金 ( 三菱東京 UFJ 銀行） 30,000 

負　債　合　計 0
積立金・繰越金

0 周年事業積立金 30,000
0
0 次期繰越金 16,760

積立金・繰越金　合　計 46,760
資　産　合　計 46,760 負債・積立金・繰越金合計 46,760

自 2018 年 4 月 1 日　至 2019 年３月 31 日

2018年度　社会学部同窓会　決算
自 2018 年 4 月 1 日　至 2019 年 3 月 31 日

収 支 計 算 書
収入の部

款 項 科　　目 金　額
1 校友会助成金 10,110
2 会費収入（事業収入含む・校友より受けた収入） 3,400
3 その他収入 ( 含・預金利息） 1
4 積立金取崩 0
5 前年度繰越金 18,162

合　　計 31,673
支出の部

款 項 科　　目 金　額
1 事業費 7,037

1 広報費（資料印刷・発送費など） 219
2 事業開催費（総会・講演料・イベント料・土産・記念品・懇親会などの費用） 6,818

2 運営費 964
1 通信費（電話・郵便など） 0
2 旅費交通費（出張費） 184
3 会合費（役員会など） 55
4 寄付・援助費（例：女子会などへの支払） 725
5 雑費（慶弔・事務用品費・図書費・振込手数料） 0

3 積立金繰入 3,500
1 特別事業積立金（周年事業など） 3,500

4 次年度繰越金 20,172
合　　計 31,673

単位：千円

単位：千円単位：千円 貸 借 対 照 表
資　産　の　部 負　債　の　部

款 項 科　　　　 目 金　額 款 項 科　　　　目 金　額
1 預貯金 77,477 0 未払金（翌年度において支払われるが、今年度の費用）

1 普通預金（京都銀行） 67,453 0 前受金（受け取っているが、次年度の会費収入など）

2 定期預金（京都銀行） 10,023
負　債　合　計 0

積立金・繰越金
0 周年事業積立金 57,306

0 次期繰越金 20,172

積立金・繰越金　合　計 77,477
資　産　合　計 77,477 負債・積立金・繰越金合計 77,477

自 2018 年 4 月 1 日　至 2019 年 3 月 31 日

貸 借 対 照 表
資　産　の　部 負　債　の　部

款 項 科　　　　 目 金　額 款 項 科　　　　目 金　額
1 預貯金 66,044 1 未払金（翌年度において支払われるが、今年度の費用） 0

1 普通預金 11,984 2 前受金（受取っているが次年度の会費収入など） 0
2 定期預金 54,060

負　債　合　計 0
積立金・繰越金

1 長期運営積立金 54,060
2 次期繰越金 11,984

 

積立金・繰越金　合　計 66,044
資　産　合　計 66,044 負債・積立金・繰越金合計 66,044

自 2018 年 4 月 1 日　至 2019 年 3 月 31 日
貸 借 対 照 表

資　産　の　部 負　債　の　部
款 項 科　　　　 目 金　額 款 項 科　　　　目 金　額

1 預貯金 65,010 1 未払金 0

1 普通預金
（三菱ＵＦＪ銀行、りそな銀行、ゆうちょ銀行） 13,820 2 前受金 0

2 定期預金
（三菱ＵＦＪ銀行、三菱ＵＦＪ信託銀行） 51,190

負　債　合　計 0
積立金・繰越金

1 長期運営積立金 51,190 
2 次期繰越金 13,820

積立金・繰越金　合　計 65,010
資　産　合　計 65,010 負債・積立金・繰越金合計 65,010

自 2018 年 4 月 1 日　至 2019 年 3 月 31 日
貸 借 対 照 表

資　産　の　部 負　債　の　部
款 項 科　　　　 目 金　額 款 項 科　　　　目 金　額
1 預貯金 1 未払金 0

1 普通預金（銀行名） 149,718 2 前受金 0
2 定期預金（銀行名）

負　債　合　計 0
積立金・繰越金

1 周年事業積立金 139,954

2 次期繰越金 9,764

積立金・繰越金　合　計 149,718
資　産　合　計 149,718 負債・積立金・繰越金合計 149,718

資産の部 負債の部
大学預託金 312,961,932 予納金（'18 年度前受金） 50,390,000
　預託現金（普通預金） 63,695,126
　定期預金 249,266,806

小  計 50,390,000
積立金・剰余金の部

特別事業積立金 30,557,608
事業拡大積立金 120,298,777
施設設備拡充積立金 49,073,437
危機管理積立金 49,336,984

　繰越金 13,305,126
小  計 262,571,932

合計 312,961,932 合  計 312,961,932

自 2018 年 4 月 1 日　至 2019 年 3 月 31 日

2017年度　貸借対照表
2018 年 3 月 31 日　現在

貸 借 対 照 表
資　産　の　部 負　債　の　部

款 項 科　　　　 目 金　額 款 項 科　　　　目 金　額
現金預金 11,935

負　債　合　計 0
積立金・繰越金

1 次期繰越金 4,493
2 積立金 7,442

 
積立金・繰越金　合　計 11,935

資　産　合　計 11,935 負債・積立金・繰越金合計 11,935

自 2018 年 4 月 1 日　至 2019 年 3 月 31 日

単位：千円 単位：千円単位：千円単位：千円

単位：円

単位：千円 単位：千円単位：千円単位：千円

単位：円

2018年度　国際文化学部同窓会　決算
自 2018 年 4 月 1 日　至 2019 年 3 月 31 日

収 支 計 算 書
収入の部

款 項 科　　目 金　額
1 校友会助成金 10,440
2 会費収入（事業収入含む・校友より受けた収入） 27
3 その他収入 ( 含・預金利息） 0
4 積立金取崩 0
5 前年度繰越金 80,971

合　　計 91,438
支出の部

款 項 科　　目 金　額
1 事業費 6,752

1 広報費（資料印刷・発送費など） 205
2 事業開催費（総会・講演料・イベント料・土産・記念品・懇親会などの費用） 6,547

2 運営費 1,385
1 通信費（電話・郵便など） 0
2 旅費交通費（出張費） 496
3 会合費（役員会など） 441
4 寄付・援助費（例：女子会などへの支払） 385
5 雑費（慶弔・事務用品費・図書費・振込手数料） 63

3 積立金繰入 0
1 ○○積立金（周年事業など） 0

4 次年度繰越金 83,301
合　　計 91,438

貸 借 対 照 表
資　産　の　部 負　債　の　部

款 項 科　　　　 目 金　額 款 項 科　　　　目 金　額
1 預貯金 83,301 0 未払金（翌年度において支払われるが、今年度の費用） 0

1 普通預金（銀行名）  83,301 0 前受金（受け取っているが、次年度の会費収入など） 0
2 定期預金（銀行名）

負　債　合　計 0
積立金・繰越金

0 周年事業積立金 0
0
0 次期繰越金 83,301

積立金・繰越金　合　計 83,301
資　産　合　計 83,301 負債・積立金・繰越金合計 83,301

自 2018 年 4 月 1 日　至 2019 年 3 月 31 日

単位：千円

単位：千円

経済学部同窓会

日　時：10月14日（月・祝）13：30 ～
場　所：龍谷大学深草キャンパス
内　容：第1部　基調講演会　
　　　 テーマ「社長の仕事－今後の龍大生のために－」（予定）

第2部　経済学部同窓生によるビジネス・ミーティング
（経済学部卒業の企業人×経済学部学生×経済学部教員）
第3部　懇親会

※詳細は追って経済学部同窓会ＨＰでお知らせいたします。

「第4回 ビジネス・ミーティング」

「20代、30代による20代、30代のための
法学部同窓会」

「第13回リユニオン」
日　時：11月3日（日）18：00 ～ 20：00
場　所：ホテル日航プリンセス京都
内　容：恩師・同窓生との懇談、大抽選会を実施
参加費：2,000円（未就学児は無料、小学生は1名まで無料）
※詳細は、法学部同窓会のHP、Facebook、LINEをご覧ください

国際学部同窓会

社会学部同窓会
瀬田学舎開学30周年記念「社会学部 名刺交換会」

19年3月に、国際学部卒業第1期生が誕生したこ
とに伴い、「国際文化学部同窓会」から「国際学
部同窓会」に名称変更し、理事体制を刷新。

社会学部卒業生相互の親睦を深めるとともに、社会学部を
退職された先生方も交え、お互いの情報交換の機会として、
また、就職活動を控えた現役学生への助言やご支援を賜る
機会にしたいと思っておりますので、ぜひご参加ください。
日　時： 10月26日（土）10：30~12：50（受付10：00 ～）
場　所： 瀬田学舎　青志館食堂2階
参加者： 社会学部学生、本学教職員、社会学部卒業生、名誉
 教授など関係者各位（名刺をお持ちでない方も歓迎）
参加費： 無料
申し込み： 名刺交換会特設HP
　　　　（https://www.soc.ryukoku.ac.jp/30th/）から
※申込〆切日を過ぎてからの申込は、社会学部教務課までご連絡ください。
※当日参加も歓迎いたします。（記念品をお渡しできない可能性があります。）
問い合わせ：社会学部教務課　077-543-7760

新会長は川
かわは ら

原理
り え

恵さん（19年卒）

日時：11月17日（日）
        開場　13：30 ～
        開演　14：00 ～ 16：00
場所：龍谷大学響都ホール 校友会館
       （JR京都駅八条口前 京都アバンティ9F）
主催：龍谷大学校友会

龍谷大学
校友音楽祭

「経営学部卒業生の集い」
日　時：11月30日（土）12：30 ～
場　所：ホテル日航大阪
参加費：1,000円～ 3,000円
　　　  ※年齢で設定
申し込み：経営学部同窓会HP 
　　http://www.ryukoku.biz

法学部同窓会

龍谷大学法学部関連ＱＲコード一覧

HP Facebook LINE

好評をいただいた20代、30代
の法学部同窓会。今年は京都
駅前のアサヒビアレストラン スー
パードライ ルネサンスに会場を
移して6月15日に開催。約30名
の同窓生が参加されました。

詳細は、以下の法学部同窓会のHPをご覧下さい。
https://bit.ly/3195Tid

★ 出演クラブ・サークル （予定）★
　・軽音・JAZZ研究会OB･OGバンド
　・黄色いトマトOB･OGバンド
　・吹奏楽部OB･OG会
　※現役学生「輪

ロ

舞
ン

曲
ド

」、
　　　　　　　吹奏楽部も出演予定です。

経営学部同窓会

お子さ
まが

遊べるコ
ーナーも

ご用意
!
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島
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支
部
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業
種
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会

ハ
ワ
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支
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ミ
ナ
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岐
阜
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支
部
主
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「
こ
だ
わ
り
満
載
！

  

冬
の
金
沢
満
喫
ツ
ア
ー
」

龍
谷
大
学
写
真
部
O
B
G
会

写
真
部
創
設
85
周
年
記
念
O
B・O
G
現
役
合
同
写
真
展

　
２
月
９
日
、
校
友
だ
け
で

な
く
ご
夫
婦
で
の
参
加
や
、
日

本
文
化
に
詳
し
い
ア
メ
リ
カ
人

の
方
も
参
加
し
て
陶
芸
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
最

初
は
み
な
さ
ん
緊
張
し
て
い
ま

し
た
が
、
優
し
い
先
生
の
指
導

の
も
と
、
土
い
じ
り
で
子
供
に

戻
っ
た
よ
う
に
楽
し
ん
で
く
だ

さ
り
、
最
後
に
は
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

　
２
月
16
日
、
広
島
県
出
身

の
緒
方
靜
子
さ
ん
を
講
師
に

お
迎
え
し
、
龍
R
o
n
小

町
初
代
会
長
と
し
て
設
立
時

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
広
島
の
武
家

茶
道
上
田
宗
箇
流
と
第
５
代

広
島
藩
主
と
の
関
わ
り
を
記

し
た
文
書
（
大
宮
図
書
館
所

蔵
）
を
通
し
て
、
母
校
の
歴

史
や
文
化
価
値
、
龍
大
で
学

ん
だ
意
義
に
つ
い
て
お
話
を

　
２
月
23
日
か
ら一泊
二
日
で

愛
知
県
支
部
・
石
川
県
支
部

の
方
々
と
いっ
し
ょ
に
、
近
江

町
市
場
、
21
世
紀
美
術
館
な

ど
の
定
番
観
光
地
や
、
忍
者

寺
、
金
箔
工
芸
、
か
ら
く
り

記
念
館
な
ど
の
名
所
を
巡
り

ま
し
た
。
地
料
理
や
ブ
ラ
ン

ド
牛
な
ど
食
に
も
こ
だ
わ
り
、

　
龍
谷
大
学
よ
り
講
師
を
お
迎
え
し
て
毎

年
開
催
す
る
、
龍
谷
B
S
C
春
季
セ
ミ

ナ
ー
が
３
月
７
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
本

年
は
文
学
部
真
宗
学
科
教
授
の
那
須
英
勝

先
生
よ
り
「
悪
業
、
阿
弥
陀
仏
の
功
徳
の

回
向
、
そ
し
て
そ
れ
が
真
宗
者
の
信
と
行

に
与
え
る
道
徳
的
意
味
」
と
題
し
て
ご
講

義
を
賜
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
歓
迎
会
で

は
、
約
25
名
の
幅
広
い
年
齢
層
の
校
友
が

集
ま
り
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

 （
事
務
局
長
　
北
條
　
朋
）

支
部
の
活
動（
報
告
）

ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル

　
5
月
8
日
か
ら
14
日
ま
で
、龍

谷
大
学
創
立
３８０
周
年
に
併
せ
て
、

聖
護
院
門
跡
を
会
場
に
開
催
し

た
写
真
展
に
は
、故
井
上
博
道
氏

の
写
真
を
含
め
23
人
が
40
点
出

品
。開
催
前
日
の“
宮
城
泰
年
門

主
、赤
松
徹
眞
校
友
会
会
長
、

O
B
G
、現
役
幹
事
長
と
の
対

談
”で
は
、写
真
部
で
の
経
験
か
ら

「
無
理
だ
と
思
わ
ず
思
いつい
た
ら

や
って
み
る
姿
勢
が
身
に
つい
た
」

と
宮
城
門
主
の
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
。写
真
部
O
B
G
会
は
90
周
年

に
向
け
て
動
き
は
じ
め
て
い
ま
す
。

 （
O
B
G
会
長
　
柳
川 

重
信
）

で
素
敵
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　   （
桑
原 

ひ
と
み
）

伺
い
、
参
加
者
は
多
く
の
メッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　（
支
部
長
　
神
鳥
　
誠
）

遊
・
学
・
食
の
全
て
を
堪
能
し
、

交
流
を
深
め
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
次
の
開
催
は
４
年

後
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
事
務
局
　
辻
　
信
昭
）

日 程 区 　　分 イベント内容 場　　　　所

10月5日（土） 愛知県支部 龍Ron小町　鵜飼イベント 愛知県犬山市・木曽川

10月5日（土） パナソニックグループ支部（紫松会） バーベキュー大会 吹田市・万博記念公園

10月11日（金） 東京支部 キャリアセンター・東京オフィスとの交流会 千代田区・アリスアクアガーデン丸の内店

10月12日（土） 矯正・保護支部（ぎんなん会） 龍Ron小町設立記念昼食会 京都市・「六堀」（西本願寺前）

10月12日（土） 京都市支部 龍谷ミュージアム特別観覧会 京都市・龍谷ミュージアム

10月14日（月・祝） 経済学部同窓会 第4回ビジネス・ミーティング 深草キャンパス

10月16日（水） 熊本県支部 総会・懇親会 熊本ホテルキャッスル

10月19日（土） 校友会本部　ほか 龍谷大学「心の講座」〈第一講〉入澤崇 〈第二講〉宮崎幸枝 京都市・龍谷大学響都ホール 校友会館

10月19日（土) 法曹支部 総会・懇親会 深草キャンパス

10月19日（土） 南カリフォルニア支部 物故会員追悼法要 ガーデナ市・ガーデナ仏教会

10月19日（土） 大阪・中央支部 第9回本町音楽祭in北御堂 大阪市・本願寺津村別院（北御堂）

10月25日（金） 福岡支部・北豊支部 両支部交流懇親会 北九州市・ＪＲ九州ステーションホテル小倉

10月26日（土） 校友会本部 ホームカミング・デー 瀬田キャンパス

10月26日（土） 社会学部同窓会 瀬田学舎開学30周年記念「社会学部 名刺交換会」 瀬田キャンパス

11月2日（土） 校友会本部 全国支部長会 京都市・聞法会館

11月3日（日） 校友会本部 校友総会、龍谷賞贈呈式 深草キャンパス：顕真館

11月3日（日） 校友会本部 ホームカミング・デー 深草キャンパス

11月3日（日） 法学部同窓会 リユニオン 京都市・ホテル日航プリンセス京都

11月3日（日） ＲＡＳ・法曹支部・龍志会合同 16士業の校友による第１回龍谷大学校友会・無料相談室 深草キャンパス

11月9日（土） 校友会本部 校友会女子会「龍Ron小町」第5回総会 大宮キャンパス

11月9日（土） 三重県支部 秋の懇親旅行 岐阜県

11月9日（土） 寝屋川市役所支部（紫友会） 京都歴史散策 京都市

11月14日（木) ハワイ支部 総会・懇親会 ホノルル市・仏教研究所

2019年度下半期校友会スケジュール  〈予定〉
日 程 区 　　分 イベント内容 場　　　　所

11月17日（日） 校友会本部 校友音楽祭 京都市・龍谷大学響都ホール 校友会館

11月23日（土・祝）士業・専門職グループ支部（龍志会） 士業ミーティングフォーラム 深草キャンパス

11月30日（土） 経営学部同窓会 卒業生の集い 大阪市・ホテル日航大阪

12月1日（日） 繋龍会（近畿圏支部連携の会） 合同忘年会in京都 京都市

12月6日（金） 職業会計人グループ支部（RAS） 意見交換会・講演会・個別相談会・現役生との交流会 深草キャンパス

12月22日（日） 学校園教員支部（教龍会） 総会・学習会・懇親会 深草キャンパス

1月22日（水） 東京支部 新春文化のつどい年賀会 中央区・築地本願寺第一伝道会館振風道場

1月23日（木） 南カリフォニア支部 総会・懇親会 ガーデナシティ・ガーデナ仏教会会議室

1月25日（土） 徳島県支部 総会・講演会・懇親会 徳島市・笹乃庄

1月 北カリフォルニア支部 総会・懇親会 サンノゼエリア

2月8日（土） 大阪・中央支部、紫松会 龍大落語会 大阪市・天満天神繁昌亭

2月15日（土） パナソニックグループ支部（紫松会） 総会・懇親会 未定

2月22日（土） 矯正・保護支部（ぎんなん会） 研究会・懇親会 深草キャンパス

2月 広島県支部 異業種交流会＆女子会 広島市

2月 広島県支部 プロバスケットボール（広島ドラゴンフライヤーズ）観戦 広島市

3月初旬 ハワイ支部 龍谷BSC春季セミナー講師との懇親会 ホノルル市

3月12日（木） 大学・短大 卒業式（文・済・営・法・国・政・短） 深草キャンパス

3月12日（木） 各学部同窓会 新入会員歓迎祝賀会（文・済・営・法・国・政・短） 各学部により異なります

3月12日（木） 法学部同窓会 総会 京都・東急ホテル

3月13日（金） 大学・大学院 卒業式・修了式（理・社・農・各研究科） 瀬田キャンパス

3月13日（金） 各学部同窓会 新入会員歓迎祝賀会（理・社・農） 各学部により異なります

3月14日（土） 大学院 修了式（文・済・営・法・国・政・各研究科 ） 深草キャンパス

3月14日（土） 各学部同窓会 新入会員歓迎祝賀会（文・済・営・法・国・政・各研究科、実践真宗学） 深草キャンパス・22号館地下食堂

校
友
の
著
書

マ
ン
ガ
で
わ
か
る
家
族
療
法

︱
親
子
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
編

東 

豊
・
著

武
長 

藍・マ
ン
ガ（
18
年
文
卒
）

Ａ
５
判
224
頁

日
本
評
論
社 

１
︐2
０
０
円
＋
税

18
年
2
月
10
日
発
行

歌
う
尼
さ
ん
の

ほ
っ
こ
り
法
話

や
な
せ
な
な・文（
99
年
文
卒
）

み
よ
こ
み
よ
こ・絵

Ａ
５
判 

168
頁

国
書
刊
行
会 

１
︐５
０
０
円
＋
税

19
年
2
月
18
日
発
行

家
族
に
迷
惑
を
か
け
な
い
た
め

に 

今
、自
分
で
や
っ
て
お
き
た
い

相
続
対
策

堀
口
敦
史
（
02
年
経
済
院
了
）

四
六
判 

Ａ
５
判
240
頁

同
文
舘
出
版
1
︐5
0
0
円
＋
税

18
年
９
月
27
日
発
行

修
験
道
と
い
う
生
き
方

宮
城
泰
年
（
54
年
文
卒
）

田
中
利
典
（
79
年
文
卒
）

内
山
　節

四
六
変
型
判 

２２４
頁

新
潮
選
書 

1
︐２
０
０
円
＋
税

19
年
３
月
29
日
発
行

平
成
12
年
以
降
の
O
B
G
の
連
絡
先
が
不
明
で
す
。

事
務
局 090-1952-3549

　jandm
@

nike.eonet.ne.jp

芦
田
淳
一
ま
で
連
絡
下
さ
い
。

大
阪
中
央
支
部

第
９
回 

本
町
音
楽
祭 

in 

北
御
堂

第
１
回
龍
谷
大
学
校
友
会

無
料
相
談
室
の
開
設

　
親
和
会
会
員
・
校
友
会
会
員
・
学
生
等
の
た
め
に
校

友
会
の
職
域
支
部
の
法
曹
支
部
・
職
業
会
計
人
グ
ル
ー

プ
「
Ｒ
Ａ
Ｓ
」・
13
士
業
グ
ル
ー
プ
「
龍
志
会
」
に
よ

る
無
料
の
相
談
室
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

日
時
：
11
月
3
日
（
日
）
午
後
１
時
～
４
時

場
所
：
龍
谷
大
学
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
和
顔
館
内
（
当
日
は
深
草
で

の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・
デ
ー
）
相
談
室
は
当
日
、
掲
示
予
定
。

担
当
：
龍
大
卒
の
弁
護
士
・
税
理
士
・
公
認
会
計
士
・
司
法
書
士
・

行
政
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
・
社
会
保
険
労
務
士
・
宅
建
取

引
士
・
不
動
産
鑑
定
士
・
建
築
士
・
測
量
士
・
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
士
・
弁
理
士
・
技
術
士
・
中
小
企
業
診
断
士
・
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
技
能
士
等

※
予
約
不
要
、
回
答
は
原
則
口
頭
に
よ
る
一
般
的
な
説
明

日
時
：
10
月
19
日
（
土
）
正
午
～
午
後
５
時

場
所
：
北
御
堂
津
村
ホ
ー
ル
（
大
阪
市
中
央
区
本
町
４-

１-

３
）

※
入
場
無
料

林家染二独演会2019
～三つ色四色、情の糸～

【日時】10月26日（土）
           昼の部14時～、夜の部18時～

【会場】エルセラーンホール
【入場料】全席指定3,500円

チケット：株式会社SOMEJI 
（TEL️06-7850-8848）

開催日 支部名 講師所属 講師 テーマ

5/18 大阪・中央 龍谷大学学賓 林　　猛雄 経済と仏教
衆議院議員 宗清　皇一 最近の政局

5/19 阪神 社会学部教授 李　　相哲 どうなる!?日韓関係‼

5/23 桐友会 元龍谷大学文学部教授 清岡　隆文 仏教における罪人・悪人・犯罪における「罪と罰」の思考
法学部教授 石塚　伸一 法律における「死刑制度」の理論と運用の考察

5/25 島根県 エッセイスト 高田　都耶子 後生大事に —父 高田好胤のおしえ
5/25 福岡県福岡 農学部教授 大門　弘幸 今、農学系学部に何が求められているか

6/1 神奈川県 大学キャリアセンター長 松永　敬子 今の龍大を知ろう
超勝寺住職 大來　尚順 龍大生から世界へ

6/1 高知県 名誉教授 岡地　勝二 果たしてアベノミクスで日本経済は再生するのだろうか
6/2 北大阪 高槻市立しろあと歴史館特別館長 森田　克行 天下泰平と高槻城
6/8 東京 インプリメント㈱ 取締役社長 木村　博史 ツタエルシゴト-龍谷大学で身につけた伝える企画のエッセンス
6/8 愛知県 校友会会長 赤松　徹眞 現代人の闇と仏教
6/9 三重県 名誉教授 戸上　宗賢 海外に雄飛した三重県人 —大黒屋光太夫と志摩片田の移住者—
6/15 和歌山県・海南有田 名誉教授 岡地　勝二 移りゆく日本経済の中で、私たちはどのように暮らしていけばよいのか
6/18 宮崎県 京都光華女子大学非常勤講師 長倉　伯博 響きあう命～臨床僧侶の経験から～
6/22 広島県 文学部教授 安藤　徹 言葉の力
6/29 奈良県 校友会会長 赤松　徹眞 現代人の闇と仏教への期待
6/29 東北 社会学部教授 李　　相哲 どうなる!?日韓関係‼
7/6 山口県 経営学部教授 角岡　賢一 上方落語入門
7/6 RAS 弁護士・法曹支部事務局長 坂口　俊幸 民法改正
7/13 岐阜県 社会学部教授 李　　相哲 どうなる!?日韓関係‼
7/27 鳥取県 政策学部教授 只友　景士 過疎問題と地方創生
8/23 大分県 政策学部教授 只友　景士 人口減少による地域コミュニティの大切さ
9/7 兵庫県・姫路 文学部教授 安藤　徹 言葉のちから
9/7 鹿児島県 文学部准教授 市川　良文 大谷探検隊と本願寺
10/16 熊本県 社会学部教授 李　　相哲 どうなる!?日韓関係‼

支部での講演会テーマ一覧
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大阪大学招聘教授

高
た か

島
し ま

　幸
こ う

次
じ

49
年
大
阪
市
生
ま
れ
。
74
年
龍
谷
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
（
国
史
学
専
攻
）
修
了
。
近
江
地
方
史
・
天

神
信
仰
史
を
専
攻
。
夙
川
学
院
短
期
大
学
教
授
・
追

手
門
学
院
大
学
客
員
教
授
・
本
願
寺
史
料
研
究
所
客

員
研
究
員
な
ど
を
経
て
、
現
在
、
大
阪
天
満
宮
文
化

研
究
所
員
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
上
方
落
語
支
援
の
会
・
一
般
社

団
法
人
お
し
て
る
な
に
わ
の
理
事
。
著
書
に
『
大
阪

の
神
さ
ん
仏
さ
ん
』
（
釈
徹
宗
と
共
著
、
１
４
０

Ｂ
）
、
『
奇
想
天
外
だ
か
ら
史
実
―
天
神
伝
承
を
読

み
解
く
―
』
（
大
阪
大
学
出
版
会
）
、
『
上
方
落
語

史
観
』
（
１
４
０
Ｂ
）
、
『
日
本
人
に
と
っ
て
聖
地

と
は
何
か
』(

内
田
樹
・
釈
徹
宗
・
茂
木
健
一
郎
・

植
島
啓
司
と
共
著
、
東
京
書
籍)

な
ど
。

　
修
行
僧
は
、
両
手
の
指
で

小
さ
な
輪
を
作
り
胸
に
あ
て

「
師
の
心
中
は
？
」
と
問
う
。

偽
住
職
は
、
両
手
で
大
き
な

輪
を
作
り「
大
海
の
如
し
！
」

と
答
え
る
（
こ
れ
は
修
行
僧

の
誤
っ
た
理
解
で
し
か
な
い

の
だ
が
）。
次
に
修
行
僧
は

両
手
の
指
十
本
を
突
き
出
し

「
十
方
世
界
は
？
」
と
問
う
。

偽
住
職
は
指
五
本
で
「
五
戒

に
て
保
つ
！
」と
答
え
る（
こ

れ
も
誤
解
）。
次
に
修
行
僧

南
京
町
で
祖
父（
曹
松
琪
）

が
創
業
し
た
「
老
祥
記
」
を

営
む
曹
英
生
さ
ん
（
79
年
経

営
卒
）。
お
店
は
い
つ
も
豚
饅

を
求
め
る
人
が
長
蛇
の
列
を

つ
く
る
人
気
店
で
す
。
南
京

町
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
後

に
い
ち
早
く
お
店
を
再
開
し
、

元
気
を
発
信
し
始
め
た
神
戸

復
興
を
象
徴
す
る
街
。
曹
さ

ん
は
、
100
店
舗
以
上
が
軒
を

連
ね
る
そ
の
南
京
町
商
店
街

振
興
組
合
の
理
事
長
で
も
あ

り
ま
す
。

曹
さ
ん
は
、
高
校
生
の
頃

か
ら
家
業
を
手
伝
い
、
大
学

を
卒
業
し
た
ら
後
を
継
ぐ
よ

う
に
と
言
わ
れ
て
い
た
そ
う

で
す
。
学
生
時
代
、
政
岡
光

宏
先
生
の
プ
レ
ゼ
ミ
で
レ
ポ
ー

ト
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た

が
、Ｅ
Ｓ
Ｓ
（
英
語
サ
ー
ク
ル
）

の
活
動
が
忙
し
く
、
勉
強
ど

こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
と
の
こ
と
。

ご
本
人
い
わ
く
、「
勉
強
１
に

対
し
て
Ｅ
Ｓ
Ｓ
は
９
」
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
ま
た
、大
谷
大
、

京
都
光
華
大
、
佛
教
大
、
龍

谷
大
の
Ｅ
Ｓ
Ｓ
が
集
ま
る
団

体
Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
で
は
執
行
委
員

長
も
務
め
ま
し
た
。
英
語
の

勉
強
は
い
ま
で
も
続
け
て
お

り
、
ほ
ぼ
毎
年
渡
米
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

老
祥
記
で
扱
う
商
品
は
豚

饅
の
み
で
、
日
に
１
万
３
千

個
を
売
り
上
げ
ま
す
。
他
店

仏
教
に
学
ぶ

編
集
後
記

イ
ロ
モ
ン
学
長
の
出
演

　
去
る
五
月
二
十
五
日
、
大

阪
の
落
語
定
席
「
天
満
天
神

繁
昌
亭
」
に
入
澤
崇
学
長
が

出
演
さ
れ
ま
し
た
（
も
ち
ろ

ん
、
落
語
家
と
し
て
で
は
あ

り
ま
せ
ん
）。

　
繁
昌
亭
で
は
、
毎
月

二
十
五
日
の
夜
に
「
天
神
寄

席
」
と
銘
打
っ
た
テ
ー
マ
落
語

会
を
開
き
、
私
も
企
画
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
龍
大
創
立
三
八
〇
周

年
を
機
に
、
五
月
の
テ
ー
マ
を

「
仏
教
・
落
語
・
大
学
」
と

し
、
落
語
の
合
間
に
行
わ
れ

る
鼎て

い
だ
ん談

の
ゲ
ス
ト
に
出
演
を

お
願
い
し
た
の
で
す
。

　
結
果
、
繁
昌
亭
に
は
、
学

長
の
名
が
色
物
（
イ
ロ
モ
ン
）

と
し
て
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

落
語
家
は
黒
字
、
他
の
出
演

者
は
赤
字
で
書
か
れ
る
た
め
、

後
者
を
色
物
と
呼
び
ま
す
。

　
当
日
は
、
仏
教
ネ
タ
の
落

語
五
席
の
合
間
に
、
学
長
と

桂
春
団
治
師
匠
と
私
と
で
鼎

談
を
行
い
ま
し
た
。
落
語
の

源
流
は
、
僧
侶
の
お
説
教
で

す
か
ら
、
龍
大
学
長
と
繁
昌

亭
は
相
性
が
い
い
よ
う
で

す
。

落
語
『
宗
論
』
に
学
ぶ

　
学
長
は
、
当
日
に
口
演
さ

れ
た
『
宗
論
』
に
つ
い
て
、

自
論
を
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
『
宗
論
』
と
は
、

真
宗
門
徒
の
父
親
と
、
キ
リ

ス
ト
教
徒
の
息
子
が
交
わ
す

ハ
チ
ャ
メ
チ
ャ
な
対
話
が
面

白
い
噺
で
す
。

　
学
長
は
、
こ
の
噺
に
は
現

代
の
仏
教
界
が
陥
っ
て
い
る

閉
塞
感
を
打
破
す
る
ヒ
ン
ト

が
隠
さ
れ
て
い
る
と
看
破
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
親
子
は
、
自
ら
の
信

仰
の
優
位
を
熱
く
語
る
の
で

す
が
、
そ
の
固
執
し
す
ぎ
る

姿
勢
が
笑
え
る
の
で
す
。
世

の
宗
教
者
た
ち
も
自
他
の
違

い
を
笑
い
飛
ば
せ
る
く
ら
い

の
度
量
を
持
た
ね
ば
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
。

落
語
『
餅
屋
問
答
』
に
学
ぶ

　
私
は
、
こ
の
日
の
落
語
で
は

『
餅
屋
問
答
』
が
好
き
で
す
。

ま
ず
は
あ
ら
す
じ
を
。

　
全
国
行
脚
の
修
行
僧
が
、

あ
る
寺
の
住
職
に
問
答
を
乞

う
。
事
情
あ
っ
て
村
の
餅
屋

が
住
職
に
な
り
す
ま
し
て
応

対
す
る
が
、
何
を
問
わ
れ
て

も
聞
こ
え
な
い
ふ
り
。
修
行

僧
は
、
「
住
職
は
無
言
の

行
」
だ
と
思
い
込
み
、ジ
ェス

チ
ャ
ー
問
答
に
切
り
替
え
る
。

と
の
違
い
は
皮
に
あ
り
ま
す
。

多
く
の
店
が
イ
ー
ス
ト
菌
を

使
う
と
こ
ろ
を
、
老
祥
記
は

管
理
の
難
し
い
麹
を
使
用
。

大
正
4
年
か
ら
ず
っ
と
守
り

続
け
て
き
た
麹
は
、
老
祥
記

の
味
の
生
命
線
で
す
。

も
っ
ち
り
と
し
た
皮
の
中

賑
わ
い
を
取
り
戻
す
た
め
に

は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
、
と

曹
さ
ん
は
言
い
ま
す
。
毎
年

１
月
17
日
に
は
、
神
戸
の
あ

と
に
震
災
に
遭
っ
た
東
北
や

熊
本
で
の
炊
き
出
し
な
ど
を

行
い
、
復
興
し
た
神
戸
の
元

気
を
届
け
て
い
ま
す
。

今
号
は
「
校
友
の
ふ
る
さ

と
を
訪
ね
て
」
と
題
し
て
、

地
元
で
地
域
活
性
化
に
携

わ
っ
て
い
る
校
友
を
紹
介
し

ま
す
。
地
方
に
は
魅
力
あ
る

自
治
体
や
企
業
・
団
体
が
あ

り
ま
す
。

初
回
は
、
後
に
国
が
参
考

に
し
、
森
林
経
営
管
理
法
の

導
入
に
つ
な
が
る
こ
と
と
な

る
林
業
で
の
「
村
お
こ
し
」

に
取
り
組
ん
だ
西
粟
倉
村
の

青
木
村
長
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
ま
し
た
。
若
い
人
に
も
起

業
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
魅
力

的
な
自
治
体
で
す
。

次
に
「
仏
教
に
学
ぶ
」
で

す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
派
を

代
表
す
る
方
々
に
仏
教
の
教

え
や
魅
力
に
つ
い
て
語
っ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
号
は
宗
教
家
で
は
な
い

大
学
教
授
の
高
島
先
生
に
登

場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
生
は
天
満
天
神
繁
昌
亭

で
毎
月
「
天
神
寄
席
」
を
企

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

５
月
の
テ
ー
マ
は「
仏
教
・

落
語
・
大
学
」
で
、
ゲ
ス
ト

に
入
澤
学
長
を
迎
え
て
、
高

島
先
生
と
桂
春
団
治
師
匠
と

の
鼎
談
で
し
た
。

当
日
、
初
対
面
の
高
島
先

生
に
取
材
を
お
願
い
す
る
と
、

「
原
稿
を
書
き
ま
す
の
で
、

締
切
り
日
と
文
字
数
を
教
え

て
下
さ
い
」
と
即
答
で
快
諾

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
僧
侶
養
成
大
学
で
は
な

く
、
い
ま
や
紛
れ
も
な
い
総

合
大
学
で
す
か
ら
、
私
の
よ

う
な
俗
人
が
書
か
せ
て
い
た

だ
く
の
も
、
い
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
」
と
。

そ
の
7
日
後
に
、
期
待
通

り
「
笑
い
な
が
ら
学
ぶ
」
と

題
し
て
、
小
見
出
し
ま
で
付

い
た
完
璧
な
原
稿
が
送
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

通
常
、
取
材
し
て
、
こ
ち
ら

で
原
稿
を
書
き
、
後
日
加
筆
・

修
正
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。（
米
田
）

に
、
し
っ
か
り
し
た
味
付
け
の

具
が
詰
ま
っ
て
お
り
、
一
口

食
べ
る
と
麹
の
香
り
が
口
の
中

に
広
が
り
、
噛
む
ほ
ど
に
肉

汁
が
溢
れ
出
し
ま
す
。
そ
の

ま
ま
食
べ
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
酢
醤
油
、
一
味
唐
辛
子

や
か
ら
し
以
外
に
マ
ヨ
ネ
ー
ズ

を
つ
け
て
食
べ
る
人
も
い
る
そ

う
で
す
。

阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、

「
温
か
い
食
べ
も
の
が
必
要
」

と
ご
自
身
が
被
災
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
商
店
街
で
炊
き

出
し
を
行
う
と
と
も
に
豚
饅

を
無
料
で
振
る
舞
い
、
２
週

間
後
に
は
店
を
再
開
し
ま
し

た
。
自
粛
を
自
粛
す
る
と
い

う
言
葉
は
、
ま
ち
に
活
気
や

大
正
４
年
南
京
町「
豚ぶ

た

饅ま
ん
じ
ゅ
う頭
」発
祥
の
店

豚
饅
で
神
戸
の
元
気
を
発
信
！

老祥記（ろうしょうき）

曹
そう

 英
えい

生
せい

さんは、「KOBE
豚饅サミット」の発起人

店の前には常に行列ができている

特注品の大型せいろを４段重ね、一度に
200 個蒸すことができる

は
指
三
本
で
「
弥
陀
の
三
尊

は
？
」
と
問
う
。
偽
住
職
は

人
差
し
指
を
目
に
あ
て
「
目

の
下
に
あ
り
！
」
と
答
え
る

（
こ
れ
も
誤
解
）。

　
こ
こ
で
修
行
僧
は
問
答
に

負
け
た
と
退
散
す
る
。
寺
の

小
僧
が
偽
住
職
に
尋
ね
る

と
、「
自
分
が
餅
屋
で
あ
る

こ
と
が
見
抜
か
れ
て
た
」
と

怒
っ
て
い
る
。
修
行
僧
が
小

さ
な
輪
で
「
お
前
と
こ
の
鏡

餅
は
こ
ん
な
に
小
さ
い
だ
ろ

天満天神繁昌亭のまねき看板

天満天神繁昌亭

 
笑
い
な
が
ら
学
ぶ

左から高島幸次さん、入澤崇学長、桂春団治師匠

う
？
」
と
け
な
し
よ
っ
た
か

ら
、
大
き
な
輪
で
「
こ
れ
く

ら
い
大
き
い
わ
い
！
」
と

言
っ
て
や
っ
た
。「
十
個
で

何
ぼ
や
」
と
聞
き
よ
る
か

ら
「
五
百
や
」
っ
て
答
え
た
。

「
三
百
に
な
ら
ん
か
？
」
と

値
切
り
よ
っ
た
か
ら
「
ア
ッ

カ
ン
ベ
ェ
ー
」
し
て
や
っ
た
、

と
説
明
し
た
の
だ
。

　
私
は
、
こ
の
噺
に
は
「
学

び
の
極
意
」
が
隠
さ
れ
て
い

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

落
語『
鼓
ヶ
滝
』に
学
ば
な
い

　
そ
れ
を
説
明
す
る
た
め

に
、
落
語
『
鼓
ヶ
滝
』
に
も

触
れ
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
歌
人
の
西
行
が
、
摂
津
の

鼓
ヶ
滝
で
歌
を
詠
む
。
そ
の

夜
に
泊
ま
っ
た
家
で
歌
を

披
露
す
る
と
、
同
家
の

爺
・
婆
や
孫
娘
に
み
ご
と

に
添
削
さ
れ
て
し
ま
う

が
、
最
後
に
こ
の
三
名
は

「
和
歌
三
神
」
だ
っ
た

と
明
か
さ
れ
る
。

　
三
名
に
よ
る
添
削
が

興
味
深
い
噺
で
す
が
、

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
私

は
「
和
歌
三
神
」
だ
っ

た
と
い
う
オ
チ
が
気
に

入
ら
な
い
。
片
田
舎
の

素
人
に
添
削
さ
れ
た
の

で
は
西
行
の
名
折
れ
だ

と
で
も
い
う
の
で
し
ょ

う
か
。

「
誰
か
ら
」で
は
な
く「
何
を
」

　
私
は
、
あ
の
餅
屋
が
、
実

は
阿
弥
陀
の
化
身
だ
っ
た
と

い
う
よ
う
な
オ
チ
で
な
い
こ

と
が
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

相
手
が
神
仏
で
あ
ろ
う
が
餅

屋
で
あ
ろ
う
が
、
修
行
僧
は

学
ぶ
力
を
持
っ
て
い
た
の
で

す
。

　
そ
う
な
ん
で
す
。「
誰
か

ら
学
ぶ
」か
で
は
な
く
、「
何

を
学
ぶ
」
か
が
大
切
な
ん

で
す
。
教
え
る
側
の
職
業

や
肩
書
で
は
な
く
、
学
ぶ

側
の
力
が
問
わ
れ
る
の
で

す
。

　
そ
こ
に
気
づ
け
ば
、
こ
の
コ

ラ
ム
か
ら
も
学
ん
で
も
ら
え

る
か
な･･･

。

老
ろ う

祥
しょう

記
き

〒650-0022
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